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今週のキーワード

次世代電池革命
乾式電極とLi金属電池が市場を再定義

22
件

総記事数

6
カ国

対象国数

50
%

乾式電極コスト減

3
分

Li金属充電

今週の全22記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
LIB高純度とプロセス
制御

解説記事
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
LIB高性能化には化学純度とプロセス制御が鍵。高容
量負極・カソード、乾式電極が次世代技術を加速。

#02
米国蓄電池市場14.96
GW

市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
○

●●○○
○

米国蓄電池市場が急拡大、2026年Q1に14.96GW/24
.6GWh稼働。ERCOT/CAISO牽引、PJM収益先行。

#03 Li-S電池希土類添加剤 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

希土類トリフレート添加剤がアノードフリーLi-S電池
のポリ硫化物吸着とLi負極安定化を促進し、高容量5.5
mAh cm^-2を達成。

#04
電極コーティング粒度
分布

技術解説
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

電極コーティングで粒子加工と粒度分布制御が重要。
欠陥ゼロ・均一薄膜製造に不可欠で、次世代電池の歩
留まり向上に貢献。

#05 IEA世界蓄電池108GW 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
○

●●○○
○

IEA報告、2025年に世界の蓄電池容量が108GW追加
で過去最高。ユーティリティスケールが主導し、オー
ストラリアが急増。

#06
シリコン負極体積膨張
克服

技術解説
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

シリコン負極の体積膨張課題に対し、SiOx、Si-C複合
体、柔軟バインダー、FEC添加剤など複合的解決策が
実用化を加速。

#07 乾式電極技術生産導入 企業戦略
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

テスラ、CATL、BYDが乾式電極技術を導入。製造コ
スト50%削減、エネルギー密度15-20%向上を実現し
、製造パラダイムシフト。

#08
アリゾナ州BESS
7.7GW

市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

アリゾナ州、2026年までに7.7GW超のBESS容量を導
入予定。太陽光活用でグリッド安定化を加速。

#09 Li6MnO4デュアル機能 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

Li6MnO4がLIBのプレリチウム化材料として、NCM/
グラファイトで500サイクル後95.7%容量維持率を達
成。Si/C負極にも効果。

#10
Matthews乾式電極ラ
イン

新製品/企
業戦略

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Matthews Engineeringが乾式電極製造ライン「MEO
DEO」を稼働。ギガファクトリー向け商用生産データ
を提供し、R&D;から量産を加速。

#11
家庭用太陽光蓄電池ガ
イド

解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

家庭用太陽光発電用蓄電池はピーク料金回避と停電時
バックアップでエネルギー自給自足を実現。LFPが主
流。

#12 CU Boulder電池拠点 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

コロラド大学ボルダー校がバッテリー技術革新を牽引
。Solid Powerは全固体電池、Mana
Batteryはナトリウムイオン電池で業界をリード。

#13
米国DOE電池材料150
0万ドル

企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

米国DOEが次世代電池材料開発に1500万ドルを授与
。NIBの低温・高温安定性向上とSiOC負極開発を支援
。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14
Li金属電池電解液中間
体

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

スピン捕捉法でリチウム金属電池の電解液還元中間体
を特定。FEC添加剤のメカニズム解明に貢献し、電解
液設計を合理化。

#15
シーメンスPLMソリュ
ーション

新製品
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

シーメンスがバッテリーPLMソリューションを発表。
設計から生産、コンプライアンスまで統合し、開発リ
スク軽減と市場投入加速。

#16
テスラ乾式カソードコ
スト減

企業戦略
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

イーロン・マスク氏がテスラの乾式カソード技術によ
るEV電池コスト大幅削減を確認。4680セル戦略の要
。

#17
中国Li金属電池世界記
録

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
中国研究室がリチウム金属電池でエネルギー密度2倍
、3分充電を主張。EV市場に革命の可能性。

#18
米国PNNL電池生産ラ
イン

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

米国PNNLがグリッドスケール電池製造の新生産ライ
ンを稼働。次世代エネルギー貯蔵技術の迅速なテスト
を加速。

#19
V/S共ドープLMFPカソ
ード

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
V/S共ドープがLMFPカソードの導電性と安定性を相乗
的に向上。600サイクル後も125 mAh g^-1を維持。

#20 アスファルトHC負極 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

アスファルト由来ハードカーボンが次世代負極材料に
浮上。Na-ion電池で343
mAh/g容量、Li-ion電池を凌ぐコスト優位性。

#21
Xos 2.5MWh Power
Hub

新製品
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Xosがデータセンター向け2.5MWh Power Hubを発
売。グリッド独立型エネルギー貯蔵を数日で提供し、
電力ボトルネックを解消。

#22
LFP→LMFPアップサイ
クル

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

使用済みLFPをLMFPへアップサイクル。500サイクル
後91.1%容量維持率達成で資源循環と高性能化を両立
。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 乾式電極技術の普及は、自社の製造プロセスとサプライチェーンを陳腐化させるか？
テスラ、CATL、BYDが乾式電極技術を導入し、製造コストを最大50%削減、エネルギー密度を15-20%向上させていま
す。これは既存の湿式プロセスに依存する日本の材料・製造装置メーカー、そしてセルメーカーにとって、競争優位性を
失う脅威となり得ます。自社の技術ロードマップと投資計画は、このパラダイムシフトに対応できていますか？

❷ 中国のリチウム金属電池ブレークスルーは、EV戦略の前提を覆すか？
中国の研究室が、エネルギー密度2倍、3分充電のリチウム金属電池を開発したと主張しています。これが実用化されれば
、EVの航続距離と充電時間に革命をもたらし、現在のリチウムイオン電池の優位性を根本から揺るがします。日本の自動
車OEMや電池メーカーは、この技術動向をどのように評価し、将来のEV戦略に組み込むべきでしょうか？

❸ 次世代材料（Si、LMFP、NIB）への対応は、市場の要求水準を満たしているか？
シリコン負極の体積膨張克服、LMFPカソードの性能向上、アスファルト由来ハードカーボンによるNIB低コスト化など、
次世代材料の開発が加速しています。これらの材料は、高エネルギー密度、安全性、低コスト、資源循環といった市場の
多様な要求に応えるものです。日本の材料メーカーやセルメーカーは、これらの技術を迅速に取り込み、競争力のある製
品を供給できる体制が整っていますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

乾式電極

Li金属

LMFP/PreLi

Si負極

HC負極

BESS市場

製造設備

電解液基礎

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 乾式電極 注意 製造コスト減、性能向上 既存設備・技術陳腐化

● Li金属 注意 EV性能飛躍、新市場創出 既存LIB市場の縮小

● LMFP/PreLi 機会大 LIB性能向上、長寿命化 —

● Si負極 機会大 高容量LIB実現、EV航続距離 —

● HC負極 機会大 NIB低コスト化、資源多様化 —

● BESS市場 機会大 蓄電システム需要増 —
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● 製造設備 機会大 製造技術革新、効率化 —

● 電解液基礎 参考 長期的な材料開発基盤 —



次世代蓄電 Weekly Intelligence Report | 2026-06-06 | Page 5

深掘り ① ― 中国Li金属電池、EV市場を再定義か
#17 | 2026/05/29 | Autonocion.com | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●○○○○ 日本関連度●●●●●

中国の研究室が、既存LIBの2倍のエネルギー密度と3分充電（20Cレート）を可能にするリチウム金属電池（LMB）を
開発したと主張しています。4.7Vの高ニッケルカソードと最適化された電解液・SEI層により、デンドライト成長とサ
イクル寿命の課題を克服した可能性を示唆しています。

この成果が商業化されれば、EVの航続距離と充電時間に革命をもたらし、ガソリン車並みの利便性を実現する「ゲーム
チェンジャー」となり得ます。ただし、発表は定性的な情報が主であり、独立した検証と長期的な安全性・安定性の実
証が不可欠です。基礎研究段階ながら、その潜在的インパクトは極めて大きいと言えます。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【数値の妥当性】エネルギー密度2倍、3分充電という数値は、LMBの理論限界に迫るものであり、もし
真実であれば学術的ブレークスルーです。しかし、発表がプレスリリースレベルであり、詳細なデータ
や検証条件が不明確なため、現時点では楽観的に過ぎる可能性も考慮すべきです。特に、20Cという超
高速充電レートでの長期サイクル安定性や安全性（デンドライト抑制）の維持は、LMBの最大の未解決
課題であり、その詳細なメカニズム解明と実証が待たれます。 【実用化課題】LMBの最大の課題は、リ
チウム金属負極のデンドライト成長による内部短絡と発火リスク、そしてサイクル寿命の短さです。本
研究がこれらの課題をどのように克服したのか、具体的な材料設計や電解液組成、SEI層の特性に関す
る詳細な情報が不可欠です。また、実験室レベルの成果をギガワット時規模の生産にスケールアップす
る際の技術的・経済的課題も山積しています。 【日本企業への影響】 【機会】日本の材料メーカーは
、LMB向けの高電圧カソード材料、安定な電解液、革新的なセパレーター、およびデンドライト抑制技
術の開発で先行できる可能性があります。自動車OEMは、この技術を早期に評価し、将来のEV戦略に組
み込むことで、競争優位性を確立できます。 【脅威】もし中国がこの技術を先行して商業化すれば、日
本の既存LIB技術やEV戦略が陳腐化する可能性があります。特に、EVの航続距離と充電時間における競
争力で大きく劣後するリスクがあります。 【次のアクション】 【R&D;】中国のLMB研究動向を継続的
に監視し、発表された技術の詳細を分析すること。自社でのLMB基礎研究・応用研究を強化し、デンド
ライト抑制や高速充電対応電解液の開発に注力すること。 【経営企画】LMBの技術ロードマップを策定
し、EV戦略への影響を評価すること。中国企業との技術提携や共同開発の可能性も検討すること。
【調達】LMB関連材料のサプライチェーン情報を収集し、将来的な調達戦略に備えること。

深掘り ② ― 乾式電極技術、電池製造の標準を変える
#07 | 2026/06/04 | PatSnap Eureka | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

テスラ、CATL、BYDといった主要バッテリーメーカーが、液体溶媒を使用しない「乾式電極技術」を生産ラインに導
入し始めています。この技術は、製造コストを最大50%削減し、エネルギー密度を15-20%向上させる可能性を秘めて
おり、バッテリー製造における環境負荷とコストを大幅に低減します。

溶媒関連の欠陥を最小限に抑え、材料利用効率を高めることで、生産効率と品質が向上。ロールツーロールプロセスに
よる大規模生産に適しており、リチウムイオン電池だけでなく、全固体電池やナトリウムイオン電池など次世代デバイ
スへの適用も期待されています。
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▶ シニアテクニカルアナリスト

【数値の妥当性】製造コスト50%削減、エネルギー密度15-20%向上という数値は、テスラがMaxwell 
Technologies買収時に発表した目標値であり、実現すれば極めて大きなインパクトがあります。ただし
、これは理想的な条件下での最大値であり、実際の量産ラインでの達成度合いは、材料特性やプロセス
最適化の進捗に依存します。特に、厚膜電極での均一性確保や、様々な活物質への適用にはまだ課題が
残ると考えられます。 【実用化課題】乾式電極技術は、活物質とバインダーの均一な混合・成形が難し
く、特に高容量材料や高ニッケルカソードなど、機械的強度が求められる材料での適用には技術的な障
壁があります。また、既存の湿式設備からの転換には大規模な設備投資と技術者の再教育が必要であり
、初期の歩留まり向上には時間がかかる可能性があります。欧州のバッテリー工場で高いスクラップ率
が報告されているように、量産化にはノウハウの蓄積が不可欠です。 【日本企業への影響】 【機会】
日本の製造装置メーカーは、乾式電極製造装置の開発・供給において大きなビジネスチャンスがありま
す。また、乾式プロセスに適した新しいバインダーや導電助剤などの材料開発も重要です。セルメーカ
ーは、この技術を導入することでコスト競争力と製品性能を向上させることができます。 【脅威】乾式
電極技術への対応が遅れれば、日本のバッテリーメーカーは国際競争力を失うリスクがあります。特に
、中国勢が先行してコスト優位性を確立した場合、市場シェアを奪われる可能性があります。既存の湿
式プロセスに特化した製造装置メーカーも、市場の変化に対応できないと厳しい状況に陥るでしょう。
【次のアクション】 【R&D;】乾式電極技術の基礎研究・応用研究を強化し、自社材料・プロセスとの
適合性を評価すること。特に、厚膜化、高容量材料への適用、均一性確保の技術開発に注力すること。 
【製造技術】乾式電極製造ラインのパイロット導入を検討し、実生産データに基づいた評価を行うこと
。既存設備の改修や新規導入の投資計画を策定すること。 【経営企画】乾式電極技術の市場動向と競合
他社の導入状況を継続的に調査し、自社の技術ロードマップと事業戦略に反映させること。
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深掘り ③ ― Li6MnO4がLIB性能を相乗向上
#09 | 2026/06/03 | ACS Sustainable Chemistry & Engineering | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

Li6MnO4が、リチウムイオン電池（LIB）のエネルギー密度とサイクル寿命を相乗的に向上させるデュアル機能プレリ
チウム化材料として注目されています。NCMカソードとグラファイト負極を用いたパウチセルで、500サイクル後の容
量維持率が82.0%から95.7%へ大幅に改善されました。

この材料は、初期リチウム損失を補償するだけでなく、負極表面に安定したSEI層の形成を助けることで、リチウムデ
ンドライトの成長を抑制し、電解液の分解を減少させます。次世代のSi/C負極を用いたコインフルセルでも、1000サ
イクル後の容量維持率が32.4%から48.9%に向上し、幅広い負極材料への適用可能性が示されました。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【数値の妥当性】パウチセルで500サイクル後95.7%の容量維持率は、既存LIBの性能を大きく上回る
優れた結果であり、学術論文として信頼性が高いです。Si/C負極での1000サイクル後48.9%も、Si負
極の課題を考慮すれば大きな進展と言えます。具体的な定量データが示されており、その効果は実証さ
れていると評価できます。 【実用化課題】Li6MnO4の合成プロセスのスケーラビリティとコスト効率が
実用化に向けた課題です。また、異なるセルフォーマットや高ニッケルカソードなど、様々な電池化学
における長期安定性の検証も必要です。特に、プレリチウム化材料は初回充電時にリチウムを供給する
ため、その安全性（過充電耐性など）と、セル製造プロセスへの組み込みの容易さも重要になります。
【日本企業への影響】 【機会】日本の材料メーカーは、Li6MnO4のような高性能プレリチウム化材料の
開発・量産において、新たな市場機会を得られます。これにより、日本のLIBのエネルギー密度と寿命
を向上させ、国際競争力を強化できます。セルメーカーは、この材料を採用することで、EVやESSの製
品性能を差別化できます。 【脅威】もし海外企業が先行してこの種の材料の量産技術を確立した場合、
日本の電池産業は材料調達において不利になる可能性があります。また、プレリチウム化技術が標準化
された場合、既存の材料サプライヤーは対応を迫られるでしょう。 【次のアクション】 【R&D;】Li6M
nO4および類似のプレリチウム化材料の合成技術、安全性、長期安定性に関する研究を加速すること。
特に、Si負極との組み合わせにおける最適な配合とプロセス条件を探索すること。 【材料開発】プレリ
チウム化材料のサプライヤーと連携し、サンプル評価や共同開発を進めること。量産化に向けたコスト
とスケーラビリティの課題を共有し、解決策を模索すること。 【半導体PKG/EV設計】次世代LIBの性
能向上ロードマップにプレリチウム化技術を組み込み、製品設計への影響を評価すること。特に、Si負
極採用時の性能向上効果を定量的に把握すること。

その他の注目記事
V/S共ドープLMFPカソード (ACS Publications)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

V/S共ドープによりLMFPカソードの導電性と安定性が向上。600サイクル後も高容量を維持し、高電圧LFPの実用化を
加速する有望な材料技術。

使用済みLFP→LMFPアップサイクル (Chemical Science (RSC Publishing))
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

使用済みLFPから高性能LMFPへのアップサイクル技術。資源循環と高性能化を両立し、500サイクル後91.1%容量維持
率を達成。持続可能な材料戦略として注目。

アスファルトHC負極 (Bitumen Battery Industry)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

アスファルト由来ハードカーボンがNIB向け低コスト負極として浮上。343
mAh/g容量を達成し、資源制約の少ない次世代電池の普及に貢献する可能性。
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Li-S電池希土類添加剤 (Academic research)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

希土類トリフレート添加剤がアノードフリーLi-S電池の性能を革新。ポリ硫化物吸着とLi負極安定化を両進し、高エネ
ルギー密度電池の実用化に寄与。

Li金属電池電解液中間体 (Journal of the American Chemical Society)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○

スピン捕捉法でリチウム金属電池の電解液還元中間体を特定。FEC添加剤のメカニズム解明に貢献し、次世代電解液の
合理的な設計を可能にする基礎研究。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/製造技術】乾式電極技術に関する最新の特許動向と技術論文を調査し、自社の製造プロセスへの適用可
能性を評価する。

• 【経営企画/R&D;】中国のリチウム金属電池の発表について、信頼できる情報源からの続報を収集し、その技術
的詳細と潜在的インパクトを再評価する。

• 【調達】主要バッテリーメーカー（テスラ、CATL、BYD）の乾式電極技術導入状況を把握し、サプライチェー
ンへの影響を分析する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/材料開発】Li6MnO4、V/S共ドープLMFP、アスファルト由来ハードカーボンなど、次世代材料のサン
プル入手可能性を調査し、初期評価計画を立案する。

• 【製造技術】乾式電極製造装置メーカーとの情報交換を開始し、パイロットライン導入の可能性やコスト、技術
的課題についてヒアリングを行う。

• 【EV設計/半導体PKG】シリコン負極、LMFPカソード、ナトリウムイオン電池の最新スペックシートを収集し
、次期製品設計への適用可能性を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画/R&D;】乾式電極技術の導入による製造コスト削減効果と設備投資額を試算し、中長期的な事業戦略
と設備投資計画に反映させる。

• 【R&D;】リチウム金属電池の安全性とサイクル寿命に関する基礎研究を強化し、デンドライト抑制技術や安定
な電解液の開発ロードマップを策定する。

• 【材料開発】使用済みLFPからのLMFPアップサイクル技術など、資源循環型バッテリー材料の開発に注力し、
持続可能なサプライチェーン構築を目指す。

• 【IT/製造技術】シーメンスのPLMソリューションのようなバッテリーライフサイクル管理システムの導入を検
討し、研究開発から量産までのデジタル連携を強化する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-06
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収録記事一覧

#01 リチウムイオン電池の高性能化を牽引する化学純度とプロセス制御の重要性：高容量負極・カソ
ード材料と乾式電極が次世代技術を加速

#02 米国蓄電池市場、2026年Q1に稼働容量14.96GW/24.6GWhを達成：ERCOTとCAISOが市場を

牽引しPJMが規制変更で収益先行

#03 希土類トリフレート添加剤がアノードフリーリチウム硫黄電池の性能を革新：5.5 mAh cm^-2
の高容量を達成

#04 バッテリー電極コーティングにおける粒子加工と精密粒度分布の決定的な役割が、欠陥ゼロの均
一薄膜製造に不可欠

#05 IEA、世界の蓄電池容量が2025年に108GW追加で過去最高：オーストラリアは9倍増、ユーティ

リティスケールが主導

#06 シリコン負極の体積膨張課題を克服する革新的解決策：SiOx、Si-C複合体、導電性ネットワー
ク、柔軟バインダー、FEC添加剤

#07 テスラ、CATL、BYDが「乾式電極技術」を生産ラインに導入：製造コスト50%削減、エネルギ
ー密度15-20%向上を実現

#08 アリゾナ州、2026年までに合計7.7GW超のBESS容量を導入へ：再生可能エネルギー活用でグリ
ッド安定化を加速

#09 Li6MnO4のデュアル機能がリチウムイオン電池のエネルギー密度とサイクル寿命を相乗的に向
上：パウチセルで容量維持率95.7%達成

#10 Matthews Engineeringが乾式電極製造ライン「MEODEO」をドイツ・ブレーデンに開設：ギガ

ファクトリー向け商用生産データを提供

#11 家庭用太陽光発電用蓄電池ガイド：ピーク料金回避と停電時バックアップでエネルギー自給自足
を実現

#12 コロラド大学ボルダー校がバッテリー技術革新の拠点に：Solid PowerとMana Batteryが全固体
電池・ナトリウムイオン電池で業界をリード

#13 米国DOEが次世代電池材料開発に1500万ドルを授与：ナトリウムイオン電池とSiOC負極が低

温・高温安定性向上を目指す

#14 スピン捕捉法でリチウム金属電池の電解液還元中間体を特定：FEC添加剤のメカニズム解明に貢
献

#15 シーメンス、バッテリーライフサイクル管理（PLM）ソリューションで設計から生産・コンプラ
イアンスまで統合しイノベーションを加速

#16 イーロン・マスク氏がテスラ乾式カソード技術でEV電池コストを「大幅削減」と確認：4680セ
ル戦略の要



#17 中国研究室がリチウム金属電池で世界記録を主張：エネルギー密度2倍、3分充電を実現、リチウ
ムイオン時代を終焉か

#18 米国PNNLがグリッドスケール電池製造の新生産ラインを稼働：16台の設備で次世代エネルギー

貯蔵技術を加速

#19 V/S共ドープがLiMn0.6Fe0.4PO4カソードの導電性と安定性を相乗的に向上：600サイクル後も
125 mAh g^-1を維持

#20 アスファルト由来ハードカーボンが次世代負極材料に浮上：Na-ion電池で343 mAh/g容量、Li-
ion電池を凌ぐコスト優位性

#21 Xosが2.5MWh Power Hubを発売：データセンターにグリッド独立型エネルギー貯蔵を数日で提
供、数年間のボトルネック解消

#22 使用済みLiFePO4を高効率LiMnxFe1−xPO4カソードへアップサイクル：500サイクル後91.1%
容量維持率達成で資源循環と高性能化を両立



リチウムイオン電池の高性能化を牽引する化学純度とプロ
セス制御の重要性：高容量負極・カソード材料と乾式電極
が次世代技術を加速

概要

リチウムイオン電池（LIB）の安全性、性能、費用対効果、持続可能性の課題を克服す

るために、分析化学技術と厳格なプロセス管理が不可欠であることが強調されていま
す。特に、シリコン-カーボン複合体を含む高容量アノード材料やLFP/LMFPカソード
材料の採用増加、そして製造効率を高める乾式電極コーティングの重要性が次世代電

池技術の鍵を握ります。これらの進歩は、LIB市場の競争力と環境負荷低減に大きく貢
献すると見られています。

公開日 2026年06月05日  Spectroscopy Online  アメリカ



詳細

主要成果

リチウムイオン電池（LIB）のイノベーションにおいて、材料の化学純度と製造プロセ
スにおける精密な制御が、性能、安全性、コスト、持続可能性を決定する上で極めて重
要であることが示されました。特に、高容量のアノード材料（シリコン-カーボン複合
体など）やLFP（リン酸鉄リチウム）/LMFP（リン酸マンガン鉄リチウム）カソード材
料の採用拡大、そして乾式電極コーティング技術の導入が、次世代LIBの実現を加速す
る主要な推進力となっています。

技術・臨床詳細

次世代LIBの進化は、主に以下の技術的進歩によって支えられています。

高容量アノード材料: シリコンはグラファイトに比べて理論容量が4〜10倍高く、エ
ネルギー密度の大幅な向上に貢献します。しかし、充放電時の体積膨張が課題であ
り、これを克服するためにシリコン-カーボン複合体が重要なアプローチとなってい
ます。

LFP/LMFPカソード材料: LFPおよびその派生であるLMFPは、高安全性、長寿命、低
コストという利点から、特に定置型エネルギー貯蔵システム（ESS）や一部の電気自
動車（EV）で採用が拡大しています。これらの材料の性能最適化には、不純物の厳
格な管理と精密な粒子設計が不可欠です。

乾式電極コーティング: 従来の湿式プロセスに代わり、液体溶媒を使用しない乾式電
極コーティング技術は、製造コストと環境負荷を大幅に削減します。テスラなどの主
要メーカーもこの技術を採用し、生産効率と材料利用効率の向上を目指しています。

プロセス制御と分析化学: 電池材料の合成から電極製造、セル組み立てに至る全工程
で、不純物レベルのモニタリング、粒度分布（PSD）の最適化、均一なコーティング
層の形成といった精密なプロセス制御が、最終製品の品質と信頼性を保証します。分
析化学的手法は、これらのプロセスのボトルネックを特定し、解決するための基盤を
提供します。

ナトリウムイオン電池: 定置型エネルギー貯蔵用途において、リチウムに代わる低コ
ストで資源制約の少ない選択肢として、ナトリウムイオン電池（NIB）の研究開発が
進んでいます。



背景・業界文脈

世界の電気自動車（EV）市場と再生可能エネルギーの導入拡大に伴い、高性能で安全か
つ持続可能な蓄電池の需要が急増しています。しかし、従来のLIBは、資源制約、コス
ト、安全性、環境負荷といった複数の課題を抱えており、これらの課題を解決するため
の技術革新が求められています。中国はすでにLFPバッテリー市場を支配しており、欧
州はニッケルリッチな化学に依存しているため、特に製造コストのギャップが課題とな
っています。米国や欧州では、国内サプライチェーンの強化と製造技術の改善が喫緊の
課題です。

今後の展望

将来的には、より高いエネルギー密度、安全性、長寿命、低コスト、そして環境適合性
を持つ次世代電池技術が商業化されることが期待されます。シリコンアノード、
LFP/LMFPカソードの進化、乾式電極技術の普及、そしてナトリウムイオン電池の商業
化が、この目標達成に向けた重要なステップとなります。特に、製造プロセスのデジタ
ル化とAIを活用した最適化により、品質管理の精度が向上し、イノベーションの加速と
市場投入までの時間短縮が実現されるでしょう。これにより、再生可能エネルギーの統
合、EVの普及、そして持続可能な社会の実現がさらに加速すると見込まれます。

元記事: https://www.spectroscopyonline.com/view/from-bench-to-factory-the-role-of-chemical-purity-

and-process-control-in-lithium-ion-battery-innovation

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.spectroscopyonline.com/view/from-bench-to-factory-the-role-of-chemical-purity-and-process-control-in-lithium-ion-battery-innovation
https://www.spectroscopyonline.com/view/from-bench-to-factory-the-role-of-chemical-purity-and-process-control-in-lithium-ion-battery-innovation


米国蓄電池市場、2026年Q1に稼働容量
14.96GW/24.6GWhを達成：ERCOTとCAISOが市場を牽引
しPJMが規制変更で収益先行

概要

米国では2026年第1四半期に20件の新規プロジェクトで1.1 GWの蓄電池容量が追加さ

れ、総稼働容量は14.96 GW、エネルギー容量は24.6 GWhに達しました。特にERCOTと
CAISOが米国の稼働中のBESSの約3分の2を占め、テキサス州が2026年の新規追加容量
の53%をリードしています。PJMは2025年10月のレギュレーション再設計後、2026年

初頭に月平均62ドル/kWの収益を記録し、MWあたりの収益で先行しました。

公開日 2026年05月29日  Modo Energy  アメリカ



詳細

主要成果

2026年第1四半期に、米国では20の新規プロジェクトが稼働を開始し、1.1 GWのバッテ
リーエネルギー貯蔵システム（BESS）容量が追加され、総稼働容量は14.96 GW、エネ
ルギー容量は24.6 GWhに達しました。これは、2026年末までにさらに24 GWが計画さ
れ、2027年第1四半期には67 GWに達する見込みという、米国の蓄電池市場の急速な拡
大を示しています。特に、テキサス州のERCOTとカリフォルニア州のCAISOが、稼働中
のBESSフリートの約3分の2を占めています。

技術・臨床詳細

米国の電力市場における蓄電池の運用は、主にエネルギー裁定、アンシラリーサービス
（周波数調整など）、および容量市場の3つの収益源によって支えられています。

ERCOT (テキサス州電力信頼性評議会): テキサス州は2026年の新規BESS追加容量の
53%を占めるなど、市場を牽引しています。ERCOT市場はエネルギー価格の変動が大
きく、バッテリーは安価な時間帯に充電し、高価な時間帯に放電することで収益を上
げています。

CAISO (カリフォルニア州独立系統運用機関): カリフォルニア州も大規模なBESS導入
が進んでおり、再生可能エネルギーの出力変動緩和に貢献しています。

PJM (ペンシルベニア・ニュージャージー・メリーランド相互接続): PJMは2025年10

月のレギュレーション再設計後、2026年初頭にMWあたりの収益でリードし、平均月
額62ドル/kWを記録しました。この市場では、アンシラリーサービス（特に周波数調
整）と容量支払いがバッテリーの収益に大きく貢献しています。

その他の市場: MISO（中西部独立系統運用機関）とSPP（南西電力プール）は、接続
待ち容量が最も多いと報告されており、今後の成長が期待されています。NYISO（ニ
ューヨーク独立系統運用機関）とISO-NE（ニューイングランド独立系統運用機関）
も、地域ごとの特性に応じた収益機会を提供しています。

これらの市場では、リチウムイオン電池が主流ですが、長時間貯蔵ソリューションとし
て鉄空気電池やバナジウムフロー電池も注目されています。例えば、Form EnergyはAI

データセンター向けに12 GWhの供給契約を結び、Xcel EnergyとGoogleと300 MW / 30

GWhの提携を結んでいます。



背景・業界文脈

米国の電力網は、再生可能エネルギーの導入拡大とAIデータセンターなどによる電力需
要の急増という二重の圧力に直面しています。蓄電池は、変動性の高い再生可能エネル
ギー（太陽光、風力）を安定化させ、送電網の信頼性を向上させる上で不可欠な技術で
す。しかし、送電網への接続待ち行列の長期化や、LFPバッテリーに対する中国へのサ
プライチェーン依存といった課題も存在します。米国エネルギー省（DOE）は、長期間
貯蔵（LDES）技術に焦点を当てた資金提供（FOA 3105など）や国内製造能力の強化
（Syrah Technologies、Redwood Materialsへの融資）を通じて、これらの課題に対処し
ようとしています。

今後の展望

米国の蓄電池市場は今後も力強い成長が予測されており、2030年までにリチウムイオン
電池の設置容量は、グリッドスケールで約170GW、住宅用で33GW、商業用で13GWに
達すると見られています。電力価格の変動性と日中スプレッドがバッテリー貯蔵の収益
に大きく影響するため、市場参加者はこれらの動向を綿密に分析する必要があります。
特に、AIデータセンターの電力需要増加は、迅速に導入可能なグリッド独立型エネルギ
ー貯蔵ソリューション（例: Xosの2.5MWh Power Hub）のニーズを加速させるでしょ
う。米国の規制枠組みの進化と技術革新は、バッテリーが電力市場においてますます中
心的な役割を果たすことを確実にするでしょう。

元記事: https://modoenergy.com/research/en/battery-storage-us-electricity-markets

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://modoenergy.com/research/en/battery-storage-us-electricity-markets


#03 希土類トリフレート添加剤がアノードフリーリチウム
硫黄電池の性能を革新：5.5 mAh cm^-2の高容量を達成

概要

希土類トリフレート（Nd(OTf)3）を電解質添加剤として使用することで、アノードフ
リーリチウム硫黄（Li-S）電池の性能が大幅に向上することが、学術研究で実証されま
した。Nd(OTf)3はポリ硫化物の吸着を促進し、リチウム金属負極を安定させる二重機

能を持つことが確認されています。この革新的な電解質改良により、Li ǁ Li2Sハーフセ
ルおよびNi ǁ Li2Sアノードフリーフルセルの両方で、5.5 mAh cm^-2という高い面積容
量が達成されました。

公開日 2026年06月03日  Academic research  不明



詳細

主要成果

アノードフリーリチウム硫黄（Li-S）電池の性能を飛躍的に向上させる新たな電解質添
加剤として、希土類トリフレート（Nd(OTf)3）が効果的であることが学術研究によって
示されました。Nd(OTf)3は、ポリ硫化物（リチウム硫黄電池の充放電中に生成される中
間体）の吸着を促進して変換反応を円滑にするだけでなく、リチウム金属負極の保護層
（SEI層）を安定させ、リチウムの剥離と堆積を均一化する二重機能を発揮します。こ
の電解質改良により、Li ǁ Li2SハーフセルおよびNi ǁ Li2Sアノードフリーフルセルの両方
で、5.5 mAh cm^-2という極めて高い面積容量が達成されました。

技術・臨床詳細

リチウム硫黄電池は、理論エネルギー密度が2500 Wh/kgと高く、次世代電池として期
待されています。しかし、サイクル寿命の短さ、特にポリ硫化物のシャトル効果やリチ
ウム金属負極の不安定性が課題でした。本研究で導入されたNd(OTf)3添加剤は、これら
の課題に包括的に対処するものです。

ポリ硫化物吸着促進: Nd(OTf)3中の希土類イオンは、ポリ硫化物と強力な配位結合を
形成し、電解液中への溶解を防ぎます。これにより、カソード表面でのポリ硫化物の
滞留時間が長くなり、硫黄の完全な変換反応が促進されます。これは、特に高硫黄負
荷下での容量維持に貢献します。

リチウム金属負極の安定化: Nd(OTf)3は、リチウム金属負極の表面に安定したSEI（固
体電解質界面）層の形成を誘導します。このSEI層は、リチウムデンドライトの成長
を抑制し、リチウムの均一な剥離・堆積を可能にします。これにより、負極の劣化が
抑制され、電池のサイクル安定性が向上します。

高い面積容量の達成: Nd(OTf)3を添加した電解質を用いることで、Li ǁ Li2Sハーフセル
およびNi ǁ Li2Sアノードフリーフルセルの両方で、5.5 mAh cm^-2という非常に高い
面積容量が実現されました。これは、従来のアノードフリーLi-S電池の性能を大きく
上回るものであり、実用化に向けた重要な一歩となります。



背景・業界文脈

アノードフリー電池は、負極材料を最小限に抑えることで、電池全体のエネルギー密度
を最大化する究極の目標の一つです。しかし、負極としてリチウム金属を直接使用する
アノードフリーLi-S電池は、リチウム金属の反応性やLi-S化学の固有の課題（ポリ硫化
物シャトル効果）により、安定した動作が困難でした。この研究は、電解液の化学的改
良を通じてこれらの課題を克服する可能性を示しており、高エネルギー密度が求められ
る航空宇宙、ドローン、電気自動車（EV）などの分野でのLi-S電池の商業化を加速する
ものです。現在、リチウム硫黄カソード市場は2035年までに400Wh/kgを超える重量エ
ネルギー密度目標や500サイクル寿命目標を掲げ、NexTech Batteries、Theion、Zeta

Energyなどの企業が開発を加速させています。

今後の展望

本研究の成果は、アノードフリーLi-S電池の実用化に向けた大きな進展です。希土類ト
リフレートを用いた電解質添加剤は、Li-S電池のエネルギー密度とサイクル寿命の両方
を改善する有望な戦略を提供します。今後、この添加剤の製造コスト低減、スケーラビ
リティ、および大規模セルでの長期安定性の検証が課題となります。この技術が商業規
模で展開されれば、航空宇宙や長距離EVなど、高エネルギー密度が不可欠なアプリケー
ションにおいて、現在のリチウムイオン電池の性能限界を打破する革新的なソリューシ
ョンとなる可能性を秘めています。

元記事: https://par.nsf.gov/servlets/purl/10532493

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://par.nsf.gov/servlets/purl/10532493


#04 バッテリー電極コーティングにおける粒子加工と精密
粒度分布の決定的な役割が、欠陥ゼロの均一薄膜製造に不
可欠

概要

バッテリー電極コーティングにおいて、活物質粒子の加工と精密な粒度分布（PSD）

の制御が、欠陥のない均一な薄膜を製造するために極めて重要であることが強調され
ました。特にスロットダイコーティングプロセスでは、不適切な粒度制御が電極の欠
陥や材料廃棄を引き起こす可能性があります。この精密な粒子管理は、次世代電池の

性能と生産歩留まりを向上させるための「最重要変数」として位置づけられていま
す。

公開日 2026年06月05日  Coating Tech Slot Dies  アメリカ



詳細

主要成果

バッテリー電極の製造において、活物質の粒子加工と精密な粒度分布（PSD）の制御
が、高性能な電池を欠陥なく、かつ効率的に製造するための「最重要変数」であること
が明確にされました。特に、スロットダイコーティングのような精密なプロセスでは、
均一な電極薄膜を形成するためにPSDの厳格な管理が不可欠であり、これによって製造
歩留まりと製品品質が大幅に向上します。

技術・臨床詳細

バッテリー電極の製造は、セル全体の性能を左右する最も重要な工程の一つです。活物
質、導電助剤、バインダーなどを混合したスラリー（湿式電極の場合）または粉末（乾
式電極の場合）を集電体上に均一に塗布し、乾燥または圧延することで電極を形成しま
す。この工程における粒子加工とPSD制御の重要性は以下の通りです。

均一な電極層の形成: 活物質粒子のサイズ、形状、表面特性、そしてそれらの分布
が、スラリーのレオロジー（流動性）や粉末の充填密度に直接影響を与えます。PSD

が不均一だと、電極層にムラが生じ、活物質の充填密度が低下したり、局所的な抵抗
が増加したりします。これにより、電池の容量、出力、サイクル寿命が損なわれま
す。

スロットダイコーティングにおける精度: スロットダイコーティングは、EVバッテリ
ーなどの大規模生産において高精度かつ高速なコーティングを可能にする技術です。
このプロセスでは、スラリーが非常に狭いスロットを通過して塗布されるため、粒子
径が大きすぎたり、凝集したりすると、スロットの詰まりや筋状の欠陥（ストリー
ク）が生じる原因となります。そのため、スラリー中の粒子のPSDを厳密に制御し、
特にアグリゲート（凝集体）を最小限に抑えることが必須です。

欠陥低減と歩留まり向上: 不適切な粒子制御は、電極のクラック、剥離、ピンホール
といった欠陥を引き起こし、不良品（スクラップ）の発生率を高めます。PSDの最適
化はこれらの欠陥を大幅に削減し、製造歩留まりを向上させることで、最終的にバッ
テリーの製造コスト削減に貢献します。

乾式電極技術への影響: 乾式電極技術は溶媒を使用しないため、活物質粉末の直接加
工と凝集制御がより一層重要になります。精密なPSDを持つ粉末は、電極の圧延や成
形を容易にし、均一な多孔性と導電性ネットワークの形成を可能にします。



背景・業界文脈

世界の電気自動車（EV）市場と再生可能エネルギー貯蔵の拡大に伴い、高性能で低コス
トなバッテリーの需要が急増しています。バッテリー製造コストの約40%を材料費が占
める一方で、製造プロセス自体も全体のコストと効率に大きく影響します。特に、電極
製造はバッテリー製造全体のエネルギ消費の半分以上を占めるため、効率化が求められ
ています。中国がバッテリー製造で先行する中、米国や欧州でも国内製造能力の強化が
急務となっており、プロセス技術の改善が競争力強化の鍵となります。例えば、テスラ
やCATLのような大手企業は、乾式電極技術の導入を通じて製造コストを最大50%削減
し、エネルギー密度を15〜20%向上させると報告されており、粒子加工の重要性が増し
ています。

今後の展望

将来的には、より高度な粒子加工技術（例：ナノ粒子合成、表面改質）と、インライン
でのPSDモニタリングおよびリアルタイム制御システムがバッテリー製造工場に導入さ
れるでしょう。これにより、電極製造の自動化と最適化が進み、欠陥率のさらなる低減
と生産性の向上、さらには新しい材料（例：シリコンアノード、リチウム硫黄カソー
ド）のスケーラブルな導入が可能になります。AIとデータ分析を活用したプロセス最適
化は、電極コーティングの歩留まりを最大化し、次世代バッテリーの普及を加速させる
上で不可欠な要素となると予測されます。

元記事: https://www.slotdies.com/psd-battery/

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.slotdies.com/psd-battery/


#05 IEA、世界の蓄電池容量が2025年に108GW追加で過
去最高：オーストラリアは9倍増、ユーティリティスケー
ルが主導

概要

国際エネルギー機関（IEA）は、2025年に世界の蓄電池容量が108 GW追加され、前年

比で約40%増加して過去最高を記録したと発表しました。この成長は主にユーティリ
ティスケールのバッテリー貯蔵によって牽引され、約87 GWを占めました。特にオー
ストラリアでは導入量が前年の約9倍となる8 GW近くに急増し、中国、米国、欧州が

世界全体の導入をリードしています。

公開日 2026年05月29日  IEA  フランス



詳細

主要成果

国際エネルギー機関（IEA）の報告によると、2025年に世界の蓄電池容量の追加は108

GWに達し、これは2024年から約40%増加した過去最高記録です。この急成長は主にユ
ーティリティスケール（公益事業規模）のバッテリー貯蔵によって牽引されており、全
体の約87 GWを占めています。特にオーストラリアでは、導入量が前年の約9倍となる8

GW近くに急増し、蓄電池市場のダイナミズムを象徴しています。

技術・臨床詳細

蓄電池システムは、電力網の安定化、再生可能エネルギーの統合、ピーク需要時の電力
供給など、多様な役割を果たす「マルチツール」としての地位を確立しています。その
進化は、主に以下の点で進行しています。

ユーティリティスケール主導: 大規模なバッテリー貯蔵プロジェクトは、再生可能エ
ネルギー発電所（太陽光、風力）と併設されることが多く、変動性の高い電力を安定
的に供給する上で不可欠です。これにより、電力網の柔軟性が向上し、化石燃料への
依存が低減されます。

地域別成長: 中国は世界最大の導入国であり、米国と欧州も主要な市場です。米国で
は19 GWが追加され、欧州では約6.2 GWの追加容量があり、これらの地域ではユー
ティリティスケールのシステムへの構造的シフトが見られました。オーストラリアの
急増は、再生可能エネルギー目標達成に向けた積極的な投資を反映しています。

コスト低下: 2010年以降、バッテリーコストは90%以上急落しており、これが大規模
導入を強力に後押ししています。コスト低下により、バッテリーの主な用途はアンシ
ラリーサービスから、より長時間のエネルギーシフトへと変化しています。平均貯蔵
期間も2023年の2時間から2025年には3時間に増加しました。

技術多様化: リチウムイオン電池が依然として主流ですが、鉄空気電池、バナジウム
フロー電池といった長期間エネルギー貯蔵（LDES）技術も、数時間から数日間にわ
たる貯蔵ニーズに応えるために開発が進められています。例えば、スイスでは
FlexBase GroupとInvinity Energy Systemsが2.1 GWhのバナジウムフロー電池システム
を建設しており、これは世界最大規模となる予定です。



背景・業界文脈

世界の電力システムは、気候変動対策とエネルギー安全保障の観点から、再生可能エネ
ルギーへの移行を加速しています。この移行を成功させるためには、変動性の高い太陽
光や風力発電を安定的に統合するための効果的なエネルギー貯蔵ソリューションが不可
欠です。AIデータセンターの需要急増も電力網に新たな負荷をかけ、より強靭で柔軟な
グリッドの必要性を高めています。各国の政府は、蓄電池導入を促進するための政策や
補助金（例：米国のIRA、イタリアのMACSEオークション）を導入し、国内サプライチ
ェーンの強化にも注力しています。しかし、中国への材料依存や、欧州でのバッテリー
製造における高いスクラップ率や低い歩留まりといった課題も存在します。

今後の展望

世界の蓄電池市場は、今後も指数関数的な成長が続くと予測されます。再生可能エネル
ギーのさらなる普及、電気自動車の航続距離延長、そしてAIデータセンターの電力需要
増加が、この成長を牽引する主要な要因となるでしょう。特に、長期間エネルギー貯蔵
技術の商業化とコスト削減は、グリッド安定性の向上と完全な脱炭素化に向けた重要な
ステップとなります。各国の政府が設定する貯蔵容量目標（例：イタリアの2030年まで
に42 GWh）が、市場をさらに加速させるでしょう。また、製造プロセスの革新（乾式
電極技術など）とサプライチェーンの多様化も、業界の持続可能な成長にとって不可欠
です。

元記事: https://www.iea.org/commentaries/battery-storage-is-scaling-up-and-taking-on-a-larger-

system-role

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.iea.org/commentaries/battery-storage-is-scaling-up-and-taking-on-a-larger-system-role
https://www.iea.org/commentaries/battery-storage-is-scaling-up-and-taking-on-a-larger-system-role


#06 シリコン負極の体積膨張課題を克服する革新的解決
策：SiOx、Si-C複合体、導電性ネットワーク、柔軟バイン
ダー、FEC添加剤

概要

リチウムイオン電池におけるシリコン負極の最大の課題である充放電時の体積膨張問

題に対し、包括的な解決策が提示されました。シリコン酸化物（SiOx）やシリコン-カ
ーボン（Si-C）複合体の採用、カーボンナノチューブやカーボンブラックによる導電
性ネットワーク構築、柔軟性の高いバインダー（PAA、SBR）、FEC含有電解質添加剤

によるSEI層安定化がその柱です。これらのアプローチにより、高容量かつ長寿命のシ
リコン負極の実用化が加速されます。

公開日 2026年06月04日  Xnergy Materials  アメリカ



詳細

主要成果

リチウムイオン電池の次世代負極材料として期待されるシリコン負極が抱える最大の課
題である、充放電時の劇的な体積膨張（最大300%）とそれに伴う性能劣化に対し、複
数の革新的な解決策が提示されました。これらの技術的アプローチには、シリコンの構
造設計、複合材料の最適化、電極バインダーの改良、そして電解質の機能化が含まれ、
シリコン負極の実用化を加速するものです。

技術・臨床詳細

シリコン負極は、グラファイトの約10倍となる高い理論容量（〜4,200 mAh/g）を持つ
ため、電池のエネルギー密度を飛躍的に向上させる可能性を秘めています。しかし、体
積膨張は電極の粒子破壊、SEI（固体電解質界面）層の不安定化、そしてサイクル寿命
の著しい低下を引き起こします。これに対処するための具体的な解決策は以下の通りで
す。

シリコン酸化物（SiOx）の使用: 純粋なシリコンと比較して、SiOxは体積膨張が緩和
されるため、サイクル安定性が向上します。容量は純粋なシリコンよりも低くなりま
すが、実用性と性能のバランスが取れています。

シリコン-カーボン複合体（Si-C）: シリコン粒子を炭素材料（グラフェン、カーボン
ナノチューブ、非晶質炭素など）でコーティングまたは複合化することで、体積膨張
による機械的応力を緩和し、導電性パスを維持します。これにより、高容量とサイク
ル安定性の両立が可能になります。

導電性ネットワークの構築: カーボンナノチューブ（CNT）やカーボンブラックなど
の導電性添加剤を電極中に均一に分散させることで、シリコン粒子の間や周囲に強固
な導電性ネットワークを構築します。体積膨張によってシリコン粒子が膨張・収縮し
ても、電気的接続が維持され、性能低下を防ぎます。

柔軟性の高いバインダーの使用: PAA（ポリアクリル酸）やSBR（スチレンブタジエ
ンゴム）など、体積変化に追従できる高分子バインダーを使用することで、電極全体
の機械的安定性を高め、活物質粒子の剥離や電極の崩壊を防ぎます。



FEC（フルオロエチレンカーボネート）含有電解質添加剤: FECのような電解質添加剤
は、リチウムイオン電池のSEI層の形成を安定化させることで、副反応を抑制し、電
極の表面構造を保護します。これにより、サイクル寿命の延長に大きく貢献します。
また、リチウム金属電池における電解液還元中間体を特定するスピン捕捉法などの研
究も、電解液の設計最適化に寄与しています。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）市場の成長と携帯型電子機器の高性能化に伴い、より高いエネルギー
密度と長寿命のバッテリーが求められています。グラファイト負極はほぼ理論容量の限
界に達しており、シリコン負極が次世代の標準となる可能性を秘めています。Sila

NanotechnologiesやGroup14 Technologiesといった企業は、すでにシリコンアノード材
料の生産をスケールアップしており、ホンダのような自動車メーカーもNexeonへの大
規模投資を通じてシリコンアノード技術の開発を加速しています。米国エネルギー省
も、SiOC負極材料の開発に資金を提供し、国内サプライチェーンの強化を目指していま
す。

今後の展望

これらの解決策の組み合わせにより、シリコン負極を搭載したリチウムイオン電池は、
現在のグラファイトベースの電池よりもはるかに高いエネルギー密度と優れたサイクル
寿命を達成できると期待されています。シリコンアノードバッテリー市場は、2026年か
ら2036年にかけてCAGR 51.7%で成長し、391億7000万ドルに達すると予測されていま
す。この技術の商業化は、EVの航続距離を劇的に延ばし、充電時間を短縮し、ポータブ
ル電子機器の性能を向上させることで、バッテリー業界全体に大きな変革をもたらすで
しょう。特に、低コストで高性能な製造技術（乾式電極など）との統合は、シリコン負
極の普及をさらに加速させる鍵となります。

元記事: https://xnergy.us/silicon-anode-guide/

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://xnergy.us/silicon-anode-guide/


#07 テスラ、CATL、BYDが「乾式電極技術」を生産ライ
ンに導入：製造コスト50%削減、エネルギー密度15-20%
向上を実現

概要

乾式電極技術が、テスラ、CATL、BYDなどの主要バッテリーメーカーによって生産ラ

インに導入され、エネルギー貯蔵製造のパラダイムシフトを引き起こしています。こ
の技術は、液体溶媒を使用しない活物質の直接塗布により、製造コストを最大50%削
減し、エネルギー密度を15-20%向上させる可能性を秘めています。溶媒関連の欠陥を

最小限に抑え、材料利用効率を高めることで、環境負荷とコスト削減に大きく貢献し
ます。

公開日 2026年06月04日  PatSnap Eureka  シンガポール



詳細

主要成果

テスラ、CATL、BYDといった世界の主要バッテリーメーカーが、従来の湿式プロセスに
代わる画期的な「乾式電極技術」を生産ラインに導入し始めています。この技術は、液
体溶媒を使用せずに活物質を直接集電体に塗布する粉末ベースのコーティング方法に依
存しており、製造コストを最大50%削減し、エネルギー密度を15-20%向上させる可能
性を秘めています。これにより、バッテリー製造における環境負荷とコストが大幅に低
減され、効率が向上します。

技術・臨床詳細

乾式電極技術は、バッテリー製造における数十年ぶりの大きな革新であり、以下のよう
な具体的な利点をもたらします。

製造コストの大幅削減: 従来の湿式プロセスでは、電極を形成するために高価な液体
溶媒（NMPなど）を使用し、その後に膨大なエネルギーを消費する乾燥工程が必要
です。乾式プロセスはこれらの溶媒と乾燥工程を不要にし、製造コストを最大50%削
減することが可能であるとされています。これは、ギガファクトリー規模の生産にお
いて特に大きな経済的インパクトをもたらします。

エネルギー密度の向上: 乾式電極は、溶媒による活物質の膨潤やバインダーの均一性
問題が少なく、より高密度で厚い電極を製造することができます。これにより、セル
レベルでのエネルギー密度を15-20%向上させることが可能となり、電気自動車の航
続距離延長やポータブル電子機器の長時間駆動に貢献します。また、不活性材料の比
率を減らすことができるため、セル全体のエネルギー密度を直接高めます。

環境負荷の低減: 有機溶媒の使用を排除することで、NMPのような有害物質の排出が
ゼロになり、環境への影響が劇的に減少します。これは、バッテリー製造の持続可能
性を大幅に向上させるものです。

材料利用効率の改善: 溶媒関連の欠陥やプロセスのロスが最小限に抑えられるため、
活物質などの高価な材料の利用効率が向上し、材料廃棄が減少します。

スケーラビリティと多様なアプリケーション: 乾式電極技術は、リチウムイオン電池
だけでなく、全固体電池やウルトラキャパシタ、さらにはナトリウムイオン電池な
ど、次世代のエネルギー貯蔵デバイス製造にも適用可能であり、ロールツーロールプ
ロセスによる大規模生産に適しています。



背景・業界文脈

電気自動車（EV）市場の爆発的成長と再生可能エネルギー貯蔵の需要増加により、高性
能かつ低コストで環境に優しいバッテリーの製造技術が強く求められています。テスラ
はMaxwell Technologiesの買収を通じて乾式電極プロセスを開発し、4680バッテリーセ
ルに導入しています。中国のCATLやBYDもこの技術を積極的に採用し、生産効率とコス
ト競争力を高めています。欧米では北米が研究とパイロットスケールでの導入をリード
する一方、アジアは費用対効果の高いスケーリングに注力しています。ヨーロッパのバ
ッテリー製造は、高いスクラップ率や低い歩留まりといった立ち上げ時の課題に直面し
ており、乾式電極技術はこれらのギャップを埋める可能性を秘めています。

今後の展望

乾式電極技術は、バッテリー製造の標準を再定義する可能性を秘めています。今後数年
で、この技術はさらに洗練され、より広範なバッテリー化学（LFP、高ニッケル、シリ
コンアノードなど）に対応できるようになるでしょう。自動化とAIを活用したインライ
ン品質管理システムの統合により、生産性はさらに向上し、製造コストは一層削減され
る見込みです。これにより、電気自動車の普及が加速し、グリッドスケールのエネルギ
ー貯蔵ソリューションがより経済的になり、世界の脱炭素化目標達成に不可欠な役割を
果たすことが期待されます。

元記事: https://eureka.patsnap.com/report-research-on-dry-electrode-technology-for-ultralight-energy-

storage-devices

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eureka.patsnap.com/report-research-on-dry-electrode-technology-for-ultralight-energy-storage-devices
https://eureka.patsnap.com/report-research-on-dry-electrode-technology-for-ultralight-energy-storage-devices


#08 アリゾナ州、2026年までに合計7.7GW超のBESS容量
を導入へ：再生可能エネルギー活用でグリッド安定化を加
速

概要

アリゾナ州は、ユーティリティスケール蓄電池システム（BESS）の導入で上位州に急

成長しており、現在約3,900 MWの稼働容量に加え、2026年までにさらに3,807 MWが
オンラインになる予定です。この急増は、豊富な太陽光資源と大規模バッテリーを組
み合わせる戦略的な推進を反映しており、日没後の電力供給、グリッドの信頼性、柔

軟性を大幅に向上させます。アリゾナ・パブリック・サービス（APS）とツーソン・
エレクトリック・パワー（TEP）が主要な推進力となっています。

公開日 2026年05月29日  Solar Topps  アメリカ



詳細

主要成果

アリゾナ州は、ユーティリティスケールバッテリーエネルギー貯蔵システム（BESS）の
導入において、米国でトップクラスの州へと急速に進化しています。現在、同州は約
3,900 MWの稼働中の蓄電池容量を有しており、さらに2026年までに3,807 MWの容量が
新たにオンラインになる予定です。これにより、アリゾナ州のBESS総容量は7,700 MW

を超えることになります。この急速な拡大は、同州が持つ豊富な太陽光資源を最大限に
活用し、電力網の信頼性と柔軟性を高める戦略的な取り組みを反映しています。

技術・臨床詳細

アリゾナ州のBESS導入は、主に以下のような目的と技術的特徴を持っています。

太陽光発電の変動性緩和: アリゾナ州は米国屈指の日照時間を誇り、大規模な太陽光
発電所が多数存在します。BESSは、日中に発電された余剰電力を貯蔵し、日没後や
需要が高まる時間帯に放電することで、太陽光発電の出力変動を平滑化し、電力供給
の安定性を確保します。

ピーク需要対応: 夏季の厳しい暑さによるエアコン使用量の増加など、ピーク時の電
力需要に対応するためにBESSが活用されます。これにより、高価なピーク電源の稼
働を抑制し、消費者へのコスト負担を軽減します。

グリッド信頼性の向上: 停電時のバックアップ電源として機能し、電力網の回復力を
高めます。特に、カリフォルニア州、テキサス州、アリゾナ州の3州で、2025年第2

四半期に導入された容量の75%を占めるなど、これら地域でのBESSは電力供給の生
命線となっています。

主要電力会社の役割: アリゾナ・パブリック・サービス（APS）とツーソン・エレク
トリック・パワー（TEP）は、州内のBESS導入の主要な推進役です。両社は、再生可
能エネルギー目標達成とグリッド近代化戦略の一環として、大規模な太陽光発電とス
トレージの追加を計画しています。例えば、APSは2025年までに総容量2GWの蓄電
池を導入する計画を発表しています。

技術選定: 主にリチウムイオン電池が用いられますが、コスト、安全性、長寿命化を
目的としたLFP（リン酸鉄リチウム）バッテリーの採用が拡大しています。



背景・業界文脈

米国全体で、再生可能エネルギーの導入加速とAIデータセンターなどの新たな電力需要
により、グリッドストレージの需要が急増しています。2026年第1四半期に米国全体で
1.1 GWの蓄電池容量が追加され、総稼働容量は14.96 GW、エネルギー容量は24.6 GWh

に達しました。アリゾナ州は、この全国的なトレンドの中で特に目覚ましい成長を遂げ
ています。連邦政府による税額控除やインフラ投資法（IRA）などの政策支援も、BESS

導入を後押ししています。しかし、グリッドへの接続待ち行列の長期化や、バッテリー
材料のサプライチェーンに関する課題も残されています。

今後の展望

アリゾナ州のBESS市場は、今後も引き続き拡大すると予測されています。州は、再生可
能エネルギーの統合と電力網の近代化を通じて、エネルギーの自給自足と持続可能性を
高めることを目指しています。BESSは、需要応答プログラムやバーチャルパワープラン
ト（VPP）などの高度なグリッドサービスと組み合わせることで、その価値をさらに高
めるでしょう。また、鉄空気電池やバナジウムフロー電池といった長時間エネルギー貯
蔵（LDES）技術も、将来的にアリゾナ州のエネルギーポートフォリオの一部となる可能
性があります。この成長は、新たな雇用創出と経済発展にも寄与すると期待されます。

元記事: https://www.solartopps.com/blog/arizona-battery-energy-storage-systems-2026/

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.solartopps.com/blog/arizona-battery-energy-storage-systems-2026/


#09 Li6MnO4のデュアル機能がリチウムイオン電池のエ
ネルギー密度とサイクル寿命を相乗的に向上：パウチセル
で容量維持率95.7%達成

概要

Li6MnO4が、リチウムイオン電池のエネルギー密度とサイクル寿命を相乗的に向上さ

せる非常に有望なリチウム補償（プレリチウム化）材料であることが、研究で示され
ました。NCMカソードとグラファイト負極を用いたパウチセルでは、Li6MnO4の添加
により500サイクル後の容量維持率が82.0%から95.7%へ大幅に向上しました。また、

NCMカソードとSi/C負極を用いたコインフルセルでは、1000サイクル後の容量維持率
が32.4%から48.9%に増加し、そのデュアル機能性が実証されています。

公開日 2026年06月03日  ACS Sustainable Chemistry & Engineering  アメリカ



詳細

主要成果

Li6MnO4が、リチウムイオン電池（LIB）のエネルギー密度とサイクル寿命の両方を相
乗的に向上させる、極めて有望なデュアル機能プレリチウム化（リチウム補償）材料で
あることが、学術研究によって実証されました。特に、NCMカソードとグラファイト
負極を組み合わせたパウチセルでは、Li6MnO4の添加により、500サイクル後の容量維
持率が82.0%から驚異的な95.7%へと大幅に改善されました。さらに、NCMカソードと
次世代のSi/C負極を用いたコインフルセルにおいても、1000サイクル後の容量維持率が
32.4%から48.9%に向上し、幅広い負極材料への適用可能性が示されました。

技術・臨床詳細

リチウムイオン電池では、初回サイクルで活物質表面に形成されるSEI（固体電解質界
面）層や、次世代のシリコン（Si）負極がリチウムイオンを不可逆的に消費すること
で、初期容量損失が発生し、エネルギー密度とサイクル寿命が制限されるという問題が
あります。プレリチウム化は、この初期リチウム損失を補償することで、電池の性能を
向上させる技術です。本研究で採用されたLi6MnO4は、単なるリチウム源としてだけで
なく、以下のデュアル機能を通じて相乗的な効果を発揮します。

リチウム損失の補償: Li6MnO4は安定した形態でリチウムを供給し、SEI形成やシリコ
ン負極へのリチウム取り込みによる初期容量損失を補償します。これにより、実用的
なエネルギー密度が向上します。

SEI層の安定化: Li6MnO4から生成される種が、負極表面に安定したSEI層の形成を助
け、リチウムデンドライトの成長を抑制し、電解液の分解を減少させます。これによ
り、電極の劣化が抑制され、電池のサイクル寿命が劇的に延長されます。

NCM/グラファイトパウチセルでの効果: 500サイクル後、Li6MnO4を添加しないセル
が82.0%の容量維持率であったのに対し、添加セルは95.7%を達成しました。これ
は、既存のグラファイト負極を用いたLIBの性能向上に直接寄与するものです。

NCM/Si-Cコインフルセルでの効果: 次世代負極として注目されるSi/C負極は、体積
膨張とSEI不安定化の問題が大きく、サイクル寿命の改善が重要です。Li6MnO4の添
加により、1000サイクル後の容量維持率が32.4%から48.9%に向上したことは、Si負
極LIBの実用化に向けた大きな進展を示唆しています。



背景・業界文脈

電気自動車（EV）やエネルギー貯蔵システム（ESS）の普及に伴い、より高いエネルギ
ー密度、長寿命、低コストのLIBが求められています。特に、シリコン負極はグラファ
イトよりも高い理論容量を持つため、LIBの性能向上に不可欠とされていますが、体積
膨張によるサイクル寿命の短さが最大の課題でした。プレリチウム化技術は、この課題
を克服する有効な手段として注目されています。現在のLIBは、初回サイクルでの容量
損失が約5-15%程度発生することが一般的であり、これを補償することは、最終的な製
品性能に直結します。

今後の展望

Li6MnO4のようなデュアル機能プレリチウム化材料は、リチウムイオン電池の次世代技
術において重要な役割を果たす可能性があります。この材料の商業化により、特にシリ
コン負極を採用した高エネルギー密度LIBの市場投入が加速されるでしょう。今後は、
Li6MnO4の合成プロセスのスケーラビリティ、コスト効率、および異なるセルフォーマ
ットや電池化学（例：高ニッケルカソード）への適用可能性の検証が課題となります。
この技術が広く採用されれば、EVの航続距離と耐久性が向上し、再生可能エネルギー貯
蔵の経済性が高まることで、持続可能な社会の実現に大きく貢献すると期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acssuschemeng.6c00169

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acssuschemeng.6c00169


#10 Matthews Engineeringが乾式電極製造ライン
「MEODEO」をドイツ・ブレーデンに開設：ギガファク
トリー向け商用生産データを提供

概要

Matthews Engineeringは、ドイツのブレーデン開発センターでMEODEO乾式電極製造

ラインを稼働させました。このラインは、乾式電極電池、全固体電池、ウルトラキャ
パシタ向けに設計された実物大のデモンストレーションおよびテストラインであり、
商用生産ラインに直接転送可能なプロセスデータを生成します。これにより、研究開

発から産業規模の製造への移行を加速し、特にギガファクトリー環境での導入を支援
します。

公開日 2026年06月02日  Best Magazine  ドイツ



詳細

主要成果

Matthews Engineeringは、ドイツのブレーデンにある最新鋭の開発センターで、革新的
な乾式電極製造ライン「MEODEO」を稼働させました。MEODEOは、乾式電極電池、全
固体電池、およびウルトラキャパシタの製造プロセスを開発・テストするために設計さ
れた実物大のデモンストレーションおよびテストラインです。このラインの最大の特長
は、商用生産ラインに直接転用可能なプロセスデータを生成できることであり、これに
よりバッテリー製造における研究開発から産業規模の生産への移行を劇的に加速させま
す。

技術・臨床詳細

MEODEO乾式電極製造ラインは、特にギガファクトリー環境での効率的なバッテリー生
産を目指し、以下の技術的特徴を備えています。

乾式電極製造の核心: MEODEOは、液体溶媒を使用しない粉末ベースのコーティング
方法に焦点を当てています。従来の湿式プロセスが抱える溶媒の排出、乾燥工程のエ
ネルギー消費、高コストといった課題を解決します。乾式プロセスは、電極の欠陥を
最小限に抑え、材料利用効率を向上させ、製造コストを最大50%削減する可能性を秘
めています。

多ロールカレンダーリングソリューション: このラインは、マルチロールカレンダー
リングソリューションを特徴としており、電極を精密に圧延し、最適な密度と均一性
を実現します。様々なローラー数、硬度レベル、および巻取りコンセプトに対応でき
る柔軟性を持っています。

広幅・高速生産: 最大850 mm幅、150 m/minの速度での電極処理能力を備えており、
これは大規模なバッテリー生産ラインで求められる生産要件を満たします。

全固体電池への適用: 乾式電極技術は、全固体電池の製造において特に重要な役割を
果たします。全固体電池は、高い安全性とエネルギー密度が期待される次世代技術で
あり、MEODEOラインは全固体電解質膜や電極の乾式加工を可能にします。

データ生成と転送: MEODEOは、開発段階で収集されたプロセスデータを、商用ギガ
ファクトリーの生産パラメーターに直接変換できる機能を備えています。これによ
り、新しいバッテリー技術や製造プロセスのスケールアップに伴うリスクと時間を大
幅に削減します。



背景・業界文脈

電気自動車（EV）市場の拡大と再生可能エネルギーの導入加速に伴い、バッテリーの需
要はかつてないほど高まっています。各国は国内でのバッテリー製造能力の確立を目指
しており、特に欧州ではMorrow Batteriesの破産やNorthvoltの課題など、工場立ち上げ
時の高いスクラップ率や低い歩留まりといったコストギャップが課題となっています。
Matthews Engineeringのような企業による乾式電極製造ラインの提供は、これらの課題
を克服し、効率的で持続可能なバッテリー生産を実現するための重要なステップです。
テスラやCATLも乾式電極技術を積極的に採用しており、この技術が業界標準となる可能
性が高まっています。

今後の展望

MEODEO乾式電極製造ラインの稼働は、バッテリー製造技術の民主化と加速に貢献する
でしょう。このプラットフォームを通じて、バッテリーメーカーや研究機関は、リスク
を抑えつつ新しい電極材料やプロセスを迅速に開発・スケールアップすることが可能に
なります。特に全固体電池のような革新的な技術の商業化を加速し、EVのコスト削減、
エネルギー密度の向上、そして持続可能なバッテリーサプライチェーンの構築に寄与す
ることが期待されます。将来的には、このようなモジュール式の生産ラインが、世界中
のギガファクトリーに広く導入され、バッテリー産業全体の変革を推進するでしょう。

元記事: https://www.bestmag.co.uk/matthews-meodeo-dry-electrode-production/

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bestmag.co.uk/matthews-meodeo-dry-electrode-production/


#11 家庭用太陽光発電用蓄電池ガイド：ピーク料金回避と
停電時バックアップでエネルギー自給自足を実現

概要

家庭用太陽光発電用蓄電池は、太陽光パネルで生成された余剰電力を貯蔵し、夜間、
停電時、または電力会社の料金が高い時間帯に蓄えられた電力を使用することで、エ
ネルギーの独立性とコスト削減を提供します。このシステムは、グリッドへの依存度

を低減し、エネルギーの自給自足を高める重要な役割を担います。特に時間帯別料金
が適用される地域では、ピーク時間の高額な電力購入を回避することで、電気代を大
幅に削減できます。

公開日 2026年06月04日  Anker SOLIX  中国



詳細

主要成果

家庭用太陽光発電用蓄電池は、太陽光パネルで生成された余剰電力を効率的に貯蔵し、
必要な時に使用することで、家庭のエネルギー自給自足を大幅に高めるソリューション
です。これにより、電力会社への依存度を減らし、特に電気料金が高い時間帯（ピーク
時間）の電力購入を回避することで、電気代を削減できます。また、停電時には重要な
回路にバックアップ電源を供給し、家庭のレジリエンスを強化します。

技術・臨床詳細

家庭用蓄電池システムは、リチウムイオン電池（特に安全性と長寿命に優れるLFPバッ
テリー）が主流であり、一般的に以下のような機能と利点を提供します。

余剰電力の貯蔵: 日中に太陽光パネルが生成する電力のうち、家庭で消費しきれない
分をバッテリーに貯蔵します。これにより、太陽光発電の自家消費率を最大化し、売
電収入を増やすか、電力会社からの購入量を減らすことができます。

ロードシフティングとコスト削減: 時間帯別料金（TOU料金）制度が導入されている
地域では、電力料金が安いオフピーク時間帯にバッテリーを充電し、料金が高いピー
ク時間帯にバッテリーから電力を供給することで、電気代を大幅に節約できます。こ
れは、電力会社から高い電力を購入するのを避ける「ピークシェービング」効果を生
み出します。

停電時のバックアップ電源: グリッドが停電した場合でも、蓄電池システムは接続さ
れた重要な家電製品や照明に電力を供給し続けます。これにより、家庭は外部の電力
網に依存せず、基本的な生活機能を維持できます。システムは通常、UPS（無停電電
源装置）機能と連携して動作します。

エネルギーの独立性: 電力会社からの電力購入量を減らし、時には完全に自給自足の
状態を達成することで、家庭はエネルギー価格の変動や電力供給の不安定さから保護
されます。

スマートグリッドとの連携: 一部のシステムは、スマートグリッドと連携し、需要応
答プログラムに参加することで、グリッド安定化に貢献し、追加の収益を得ることも
可能です。

しかし、導入コストが高いこと、寿命が限られていること（通常10～15年）、設置スペ
ースが必要であること、初期投資回収期間（通常5～10年）といった課題もあります。



背景・業界文脈

再生可能エネルギーへの移行と電力網の近代化が世界的に進む中、家庭レベルでのエネ
ルギー貯蔵はますます重要になっています。特に、気候変動による異常気象が増加し、
停電のリスクが高まる中で、レジリエンス（回復力）の強化が消費者の関心を集めてい
ます。米国では、IRA（インフレ削減法）のような政府のインセンティブが、住宅用エ
ネルギー貯蔵システムの導入を強力に後押ししています。世界の太陽エネルギーと蓄電
池市場は、2025年の27.1億ドルから2035年までに116.4億ドルに達すると予測されてお
り、CAGRは15.70%と高い成長が見込まれています。AIデータセンターの電力需要急増
も、グリッド全体の安定性向上に貢献する分散型エネルギー資源の必要性を高めていま
す。

今後の展望

家庭用蓄電池市場は、技術革新とコスト削減により、今後も力強く成長すると予想され
ます。バッテリー技術（特にLFPのさらなる進化）の改善、設置の簡素化、そしてAIを
活用したエネルギー管理システムの導入により、消費者はより効率的で費用対効果の高
いエネルギーソリューションを利用できるようになるでしょう。また、バーチャルパワ
ープラント（VPP）への統合が進むことで、家庭用蓄電池が地域全体の電力網の安定化
に貢献し、さらなる価値を生み出すことが期待されます。これにより、エネルギーの分
散化と脱炭素化がさらに加速し、より持続可能な社会の実現に貢献するでしょう。

元記事: https://www.ankersolix.com/blogs/home-power-backup/pros-and-cons-solar-batteries-home-

energy-storage-system

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ankersolix.com/blogs/home-power-backup/pros-and-cons-solar-batteries-home-energy-storage-system
https://www.ankersolix.com/blogs/home-power-backup/pros-and-cons-solar-batteries-home-energy-storage-system


#12 コロラド大学ボルダー校がバッテリー技術革新の拠点
に：Solid PowerとMana Batteryが全固体電池・ナトリウ
ムイオン電池で業界をリード

概要

コロラド大学ボルダー校（CU Boulder）がバッテリー技術の画期的な進歩を牽引する

重要な拠点となっています。同校の研究者Se-Hee Lee氏とConrad Stoldt氏によって設
立されたSolid Power Inc.は、BMW、フォード、サムスンSDIと提携し、次世代全固体
電池技術の主要開発企業へと成長しました。また、Mana Batteryは、より安価で安全

かつ長寿命なナトリウムイオン電池を開発することで、再生可能エネルギー貯蔵シス
テム市場のニーズに応えています。

公開日 2026年06月02日  Venture Partners at CU Boulder  アメリカ



詳細

主要成果

コロラド大学ボルダー校（CU Boulder）が、次世代バッテリー技術の革新を推進する重
要な拠点として注目されています。同校の研究成果から生まれたスタートアップ企業、
Solid Power Inc.は、BMW、フォード、サムスンSDIといった自動車・電池業界の大手企
業と戦略的提携を結び、全固体電池技術の商業化をリードしています。また、別のスピ
ンオフであるMana Batteryは、安全性と経済性に優れたナトリウムイオン電池の開発を
通じて、再生可能エネルギー貯蔵市場における重要なニーズに応えています。

技術・臨床詳細

CU Boulderの研究者たちは、多様なバッテリー化学と応用分野において最先端の研究を
進めています。

Solid Power Inc. (全固体電池): Se-Hee Lee氏とConrad Stoldt氏によって設立された
Solid Powerは、硫化物系固体電解質をベースとした全固体電池を開発しています。
全固体電池は、従来の液系電解質を使用するリチウムイオン電池に比べて、高いエネ
ルギー密度、優れた安全性（液漏れや発火のリスクが低い）、長寿命という利点があ
ります。BMW、フォード、サムスンSDIとの提携は、その技術が自動車産業で商業化
される可能性が高いことを示しており、特にEVの航続距離延長と安全性向上に貢献
すると期待されます。

Mana Battery (ナトリウムイオン電池): Mana Batteryは、リチウムに代わる安価で豊
富に入手可能なナトリウム資源を活用したナトリウムイオン電池（NIB）の開発に注
力しています。NIBは、特に定置型エネルギー貯蔵システム（ESS）において、リチ
ウムイオン電池よりも低コストで、優れた安全性と長寿命を提供できる可能性があり
ます。また、低温環境下での性能も優れているため、広範な地域での導入が期待され
ます。米国エネルギー省（DOE）も、ナトリウムイオン電池の開発を支援するプロジ
ェクトに資金提供しています。

その他の研究分野: CU Boulderでは、リチウム金属電池の電解液還元中間体を特定す
るスピン捕捉法を用いた研究や、リチウム硫黄電池の電解液添加剤に関する研究な
ど、基礎科学から応用研究まで幅広い領域で革新的な成果が生み出されています。



背景・業界文脈

世界のエネルギー貯蔵市場は、電気自動車（EV）の普及、再生可能エネルギーのグリッ
ド統合、そしてAIデータセンターの電力需要急増により、かつてないほどの成長を遂げ
ています。この需要を満たすためには、既存のリチウムイオン電池の性能を上回る、よ
り安全で持続可能、かつ費用対効果の高い次世代バッテリー技術が不可欠です。大学発
スタートアップは、基礎研究の成果を市場に投入する上で重要な役割を果たしており、
CU Boulderのような研究機関は、イノベーションのエコシステムを構築しています。米
国政府も、国内サプライチェーンの強化と新技術開発を支援するため、Critical Material

Innovationプログラムなどを通じて、合計1500万ドルをNIBやSiOC負極材料の開発に投
じるなど、積極的な政策を展開しています。

今後の展望

CU Boulder発の技術が、バッテリー業界の未来を形作る可能性を秘めています。Solid
Powerによる全固体電池の商業化は、EV市場に大きな変革をもたらし、Mana Batteryに
よるナトリウムイオン電池は、大規模ESS市場のニーズに応える主要なソリューション
となるでしょう。これらの技術は、バッテリーの高性能化とコスト削減を両立させ、世
界の脱炭素化とエネルギー転換の目標達成に大きく貢献すると期待されます。大学と産
業界の連携がさらに強化されることで、基礎研究から市場投入までのタイムラインが短
縮され、より迅速な技術普及が実現するでしょう。

元記事: https://www.colorado.edu/venturepartners/2026/06/02/internal-news/powerhouse-battery-

breakthroughs

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.colorado.edu/venturepartners/2026/06/02/internal-news/powerhouse-battery-breakthroughs
https://www.colorado.edu/venturepartners/2026/06/02/internal-news/powerhouse-battery-breakthroughs


#13 米国DOEが次世代電池材料開発に1500万ドルを授
与：ナトリウムイオン電池とSiOC負極が低温・高温安定
性向上を目指す

概要

米国エネルギー省（DOE）は、重要な材料革新、効率、代替技術（FOA 3105）に関す

るプロジェクトに1500万ドルを授与すると発表しました。Giner社は、この資金を受
け、O-3型層状遷移金属酸化物カソードと高度な電解質を組み合わせたナトリウムイ
オン電池（NIBs）を開発し、高温（50℃）および低温（-40℃）でのサイクル安定性を

向上させることを目指します。また、シリコンオキシカーバイド（SiOC）負極材料の
開発も支援対象となり、次世代蓄電技術の進展を加速します。

公開日 2026年05月29日  Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）は、「重要な材料革新、効率、代替技術（FOA 3105）」プ
ログラムの一環として、次世代蓄電技術の開発プロジェクトに総額1500万ドルの資金を
授与すると発表しました。この資金は、特にナトリウムイオン電池（NIBs）とシリコン
オキシカーバイド（SiOC）負極材料の開発に充てられ、極端な温度条件下（高温50℃、
低温-40℃）でのサイクル安定性向上という重要な目標を掲げています。

技術・臨床詳細

DOEのFOA 3105プログラムによって選定されたプロジェクトは、バッテリー性能の向
上と米国サプライチェーンの強化を目指しています。

ナトリウムイオン電池（NIBs）の開発（Giner社）: Giner社は、O-3型層状遷移金属
酸化物カソード、高度な電解質、および市販のハードカーボン負極を組み合わせた
NIBsの実証を行います。このプロジェクトの主要な焦点は、バッテリーが直面する
最も厳しい環境課題の一つである温度安定性を劇的に改善することです。具体的に
は、高温（50℃）および低温（-40℃）の両方で高いサイクル安定性を達成すること
を目指しています。NIBsは、リチウムに比べて資源制約が少なく、低コストである
ため、定置型エネルギー貯蔵システム（ESS）における重要な代替技術として期待さ
れています。特に、CATLが2026年にはナトリウムイオン電池のGWhレベル出荷を予
定しているなど、商用化が加速しています。

シリコンオキシカーバイド（SiOC）負極材料の開発: SiOCは、次世代リチウムイオン
電池（LIBs）の負極材料として注目されており、従来のグラファイト負極よりも高い
理論容量を持つシリコンの利点と、炭素材料の安定性を兼ね備えています。SiOC負
極は、シリコン特有の大きな体積膨張を抑制しつつ、高いエネルギー密度を維持でき
る可能性があります。この材料の開発は、EVの航続距離延長や急速充電能力の向上
に貢献すると期待されます。

これらのプロジェクトは、バッテリー化学の限界を押し広げ、特定のアプリケーション
（例：軍事用途、グリッド貯蔵、AIデータセンター）での性能要件を満たすことを目指
しています。



背景・業界文脈

米国は、電気自動車（EV）およびエネルギー貯蔵システムの成長に伴い、バッテリー材
料の国内サプライチェーンの強化と外国への依存度低減を国家戦略として推進していま
す。中国は、バッテリーグレード黒鉛など、多くの重要なバッテリー材料のサプライチ
ェーンを支配しており、米国のこの分野での脆弱性は国防総省の報告書でも指摘されて
います。DOEは、Syrah Technologiesへの1億210万ドルの融資による黒鉛製造施設拡張
や、Redwood Materialsへの20億ドルの条件付き融資によるバッテリー材料キャンパス
建設など、国内製造基盤への大規模な投資を行っています。NIBsとSiOCのような代替技
術の開発は、これらの戦略的目標を達成するための重要な手段です。

今後の展望

DOEからの1500万ドルの資金提供は、NIBsとSiOC負極材料の技術成熟度レベル（TRL）
を向上させ、商業化への道を切り開く重要な触媒となるでしょう。Giner社のプロジェ
クトが成功すれば、NIBsは幅広い気象条件下での信頼性の高いエネルギー貯蔵ソリュー
ションとして、その適用範囲を拡大する可能性があります。SiOC負極は、高エネルギー
密度LIBの実現を加速し、EV市場のさらなる発展に寄与するでしょう。これらの技術革
新は、米国のエネルギー安全保障を強化し、クリーンエネルギー経済への移行を加速さ
せる上で不可欠な要素となります。

元記事: https://www.energy.gov/hgeo/project-selections-foa-3105-critical-material-innovation-

efficiency-and-alternatives-set-2

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/hgeo/project-selections-foa-3105-critical-material-innovation-efficiency-and-alternatives-set-2
https://www.energy.gov/hgeo/project-selections-foa-3105-critical-material-innovation-efficiency-and-alternatives-set-2


#14 スピン捕捉法でリチウム金属電池の電解液還元中間体
を特定：FEC添加剤のメカニズム解明に貢献

概要

スピン捕捉法を用いてリチウム金属電池における電解液還元中間体を特定する研究が
発表されました。この研究は、SEI（固体電解質界面）の有機相の理解不足が電解液と
界面設計の改善を妨げている現状を指摘し、FEC（フルオロエチレンカーボネート）な

どの電解質添加剤の還元メカニズムに関する長年の議論に新たな知見をもたらしま
す。中間体の特定は、新しい溶媒や添加剤の合理的な設計に不可欠です。

公開日 2026年06月03日  Journal of the American Chemical Society  アメリカ



詳細

主要成果

学術研究において、スピン捕捉法という高度な分析技術を用いて、リチウム金属電池
（LMBs）のサイクル中に電解液が還元される際に生成する中間体が特定されました。
この画期的な発見は、LMBsの性能を決定する重要な要素であるSEI（固体電解質界面）
の有機相の形成メカニズムに関する理解を深めます。特に、FEC（フルオロエチレンカ
ーボネート）のような広く使われている電解質添加剤の還元経路に関する長年の議論に
具体的な証拠を提供し、次世代の高性能電解液の合理的な設計への道を開きます。

技術・臨床詳細

リチウム金属電池は、現行のリチウムイオン電池をはるかに超える理論エネルギー密度
を持つため、電気自動車（EV）や長距離ドローンなどの用途で究極のバッテリーとして
期待されています。しかし、リチウム金属負極の高い反応性とデンドライト（樹枝状結
晶）の成長は、安全性とサイクル寿命の大きな課題となっています。これらの問題を解
決するためには、安定したSEI層の形成が不可欠であり、SEI層は電解液の分解生成物で
構成されます。

スピン捕捉法の応用: 本研究では、電子常磁性共鳴（EPR）分光法と組み合わせたス
ピン捕捉法が採用されました。この手法は、通常不安定で短寿命なラジカル中間体を
捕捉し、安定なスピンアダクト（付加物）に変換することで、その構造を特定するこ
とを可能にします。これにより、電解液還元反応のメカニズムを分子レベルで解明す
ることができます。

FEC還元メカニズムの解明: FECは、LMBsにおいてSEI層の安定化に広く用いられる添
加剤ですが、その正確な還元メカニズムについては未だ議論がありました。本研究で
特定された中間体は、FECがどのようにリチウム金属表面で分解し、安定したSEIを形
成するのかについての詳細な洞察を提供します。これは、より効果的なFEC代替品や
新規添加剤の開発に直接役立つ情報です。

SEI有機相の重要性: SEI層は、リチウム金属と電解液の間の電子伝導をブロックし、
イオン伝導を可能にする保護層です。その組成と構造、特に有機相の性質は、リチウ
ムデンドライトの成長抑制とサイクル寿命に大きく影響します。本研究は、この有機
相の設計を改善するための鍵となる情報を提供します。



背景・業界文脈

リチウム金属電池は、EVの航続距離を現在の2倍に、充電時間を3分に短縮する可能性を
秘めているとされており、中国の研究室がこの目標に近い電池を開発したと発表するな
ど、競争が激化しています。しかし、その実用化には、安全性とサイクル寿命に関する
根本的な課題を克服する必要があります。電解液とSEI層の最適化は、これらの課題解
決の最前線にあります。電解液添加剤は、SEI層の特性を微調整するための費用対効果
の高い方法であり、その作用メカニズムの理解は、バッテリー技術革新のスピードを加
速させる上で不可欠です。

今後の展望

本研究によって得られた電解液還元中間体に関する知見は、次世代LMBsの電解液およ
び界面設計に大きな影響を与えるでしょう。今後は、特定された中間体の動態や、異な
る電解液組成における中間体生成の差異に関する詳細な研究が期待されます。これによ
り、より効率的で安定したSEI層を形成するための新しい溶媒や添加剤を「合理的に」
設計することが可能になり、リチウム金属電池の商業化を加速させ、高性能EVや長寿命
ポータブルデバイスの実現に貢献すると予測されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/jacs.6c04845

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/jacs.6c04845


#15 シーメンス、バッテリーライフサイクル管理（PLM）
ソリューションで設計から生産・コンプライアンスまで統
合しイノベーションを加速

概要

シーメンスは、Teamcenter Battery Lifecycle Managementソリューションを発表し、バ

ッテリーの設計、製造、コンプライアンスを統合することでイノベーションを加速
し、開発リスクを軽減すると表明しました。このプラットフォームは、電極やセル材
料からモジュール、パック、システムに至るバッテリーのライフサイクル全体を

EBOM（Engineering Bill of Materials）として一元的に管理します。これにより、研究
室から生産までのスケールアップを効率化し、市場投入を迅速化します。

公開日 2026年06月01日  Siemens Blog  ドイツ



詳細

主要成果

シーメンスは、Teamcenter Battery Lifecycle Management（バッテリーPLM）ソリュー
ションを発表し、バッテリー製品の開発プロセスを革新すると表明しました。このプラ
ットフォームは、バッテリーの設計、製造、およびコンプライアンス要件を一つの統合
された環境で管理することで、イノベーションを加速し、開発リスクを軽減します。電
極やセル材料からセル、モジュール、パック、そしてコンテナ化されたシステムに至る
バッテリーのライフサイクル全体にわたる製品定義をEBOM（Engineering Bill of

Materials）として一元的に管理できる点が最大の強みです。

技術・臨床詳細

シーメンスのバッテリーPLMソリューションは、バッテリー開発の複雑なエコシステム
全体に対応するために設計されています。

統合されたデータ管理: 従来のバッテリー開発では、材料科学者、エンジニア、製造
担当者、規制専門家の間でデータが分断されがちでした。このPLMは、全ての関連デ
ータを一元的なEBOMとして管理することで、部門間の連携を強化し、情報のサイロ
化を防ぎます。これにより、設計変更が製造プロセスやコンプライアンスに与える影
響をリアルタイムで把握できます。

デジタルツインとシミュレーション: 物理的なバッテリー製品の「デジタルツイン」
を作成し、仮想環境でのシミュレーションを可能にします。これにより、試作回数を
減らし、開発サイクルを短縮できます。材料の選択からセルの構造設計、熱管理、安
全性評価まで、多岐にわたるシミュレーションを通じて、最適な設計パラメータを効
率的に特定できます。

製造プロセスとの連携: 設計データと製造プロセス（例：電極製造、セル組み立て、
モジュール・パック統合）を密接に連携させます。これにより、設計の製造可能性
（Design for Manufacturability, DFM）を早期段階で評価し、生産上の課題を事前に
特定・解決できます。乾式電極技術やジェリーロール巻き取り技術など、新しい製造
プロセスの導入もPLMを通じて効率的に管理できます。

規制コンプライアンスとトレーサビリティ: 厳しさを増すバッテリー関連の規制
（例：EUバッテリー規則、FEOC規制）への対応を支援します。材料の原産地から製
造工程、使用済みバッテリーのリサイクルに至るまで、製品ライフサイクル全体にわ
たるトレーサビリティを確保し、コンプライアンスリスクを低減します。



品質と信頼性の向上: 設計と製造プロセスの統合により、品質管理が強化され、不良
品率が低減されます。これにより、最終的なバッテリー製品の信頼性と安全性が向上
します。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）市場の爆発的な成長と再生可能エネルギー貯蔵の需要拡大に伴い、バ
ッテリー産業はかつてないスピードで進化しています。しかし、この成長は、材料のサ
プライチェーンの複雑化、技術的なボトルネック、そして厳格化する規制といった課題
ももたらしています。特に、研究室レベルの発見を大規模生産にスケールアップするプ
ロセスは、時間とコストがかかる大きな障壁でした。シーメンスのような産業ソフトウ
ェア大手は、この課題を解決するためにデジタル化とPLMソリューションを提供し、バ
ッテリーメーカーの競争力強化を支援しています。

今後の展望

シーメンスのバッテリーPLMソリューションは、バッテリーメーカーがイノベーション
を加速し、複雑な市場要求に対応するための不可欠なツールとなるでしょう。デジタル
ツインとPLMの活用により、バッテリーの開発リードタイムが短縮され、市場投入まで
の時間が劇的に加速する可能性があります。これにより、より高性能で安全、かつ持続
可能なバッテリーが効率的に生産され、EVの普及、グリッドの脱炭素化、そしてAIデー
タセンターの電力需要増加への対応に大きく貢献すると期待されます。将来的には、バ
ッテリーの「鉱山からリサイクルまで」のクローズドループ製造を、単一のデジタルプ
ラットフォームで管理することが可能になるでしょう。

元記事: https://blog.siemens.com/2026/06/battery-plm-scaling-battery-innovation-from-lab-to-

production/

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://blog.siemens.com/2026/06/battery-plm-scaling-battery-innovation-from-lab-to-production/
https://blog.siemens.com/2026/06/battery-plm-scaling-battery-innovation-from-lab-to-production/


#16 イーロン・マスク氏がテスラ乾式カソード技術でEV
電池コストを「大幅削減」と確認：4680セル戦略の要

概要

イーロン・マスク氏が、テスラの乾式カソード電池技術が電気自動車（EV）電池の製
造コストを「大幅に削減」する可能性を改めて確認しました。この技術は、テスラの
4680バッテリーセル戦略の核心であり、エネルギー密度の向上、製造コストの削減、

構造統合の改善、および生産拡張性の強化を同時に目指しています。乾式電極プロセ
スは、EV市場の競争力を高める重要なブレークスルーと位置付けられています。

公開日 2026年06月01日  EVTech.News  アメリカ



詳細

主要成果

テスラのCEOイーロン・マスク氏が、同社の乾式カソード電池技術が電気自動車（EV）
バッテリーの製造コストを「大幅に削減」する可能性を改めて強調しました。この技術
は、テスラの革新的な4680バッテリーセル戦略の中核を成すものであり、単にコストを
下げるだけでなく、エネルギー密度の向上、製造プロセスの簡素化、バッテリーパック
の構造統合の強化、そして生産規模の飛躍的な拡大を同時に実現することを目指してい
ます。これはEV市場における競争力向上に直結する重要なブレークスルーです。

技術・臨床詳細

テスラの乾式カソード技術は、従来の湿式電極製造プロセスとは根本的に異なるアプロ
ーチを採用しており、Maxwell Technologiesの買収を通じて開発されたものです。

溶媒フリープロセス: 従来の電極製造では、活物質とバインダーをNMP（N-メチ
ル-2-ピロリドン）などの有機溶媒に分散させ、スラリーとして塗布した後、大量の
エネルギーを使って乾燥させる必要があります。乾式カソードプロセスは、この溶媒
の使用と乾燥工程を完全に排除します。これにより、製造コストを最大50%削減し、
消費エネルギーと環境負荷を劇的に低減できるとされています。

エネルギー密度の向上: 溶媒が不要なため、より厚く、より緻密な電極を製造するこ
とが可能です。これにより、バッテリーセル内の活物質の割合が増加し、セルレベル
でのエネルギー密度が15-20%向上すると見込まれています。これは、EVの航続距離
を延長する上で極めて重要です。

4680セルとの構造統合: 乾式カソード技術は、テスラの大型4680円筒形バッテリー
セルと密接に連携しています。4680セルは、タブレス設計（集電体を電極全体にわ
たって一体化）と構造バッテリーパックへの統合により、バッテリーパック自体の重
量を削減し、車両の構造強度を高めます。乾式電極は、この統合設計を可能にする主
要技術の一つです。

生産拡張性の強化: 従来の湿式プロセスに比べて工程が簡素化されるため、ギガファ
クトリーのような大規模生産施設での生産ラインの立ち上げとスケーリングが容易に
なります。これは、EV需要の急速な拡大に対応するために不可欠な要素です。



背景・業界文脈

世界の自動車産業は、内燃機関車から電気自動車への歴史的な転換期にあり、バッテリ
ーはその心臓部です。バッテリーの性能、コスト、製造効率がEVの普及を左右する主要
因となっています。中国のバッテリーメーカー（CATL、BYDなど）は、乾式電極技術を
積極的に導入し、コスト競争力を高めています。テスラがこの技術を自社生産に組み込
むことは、EV市場における技術的優位性を確立し、サプライチェーンの独立性を高める
戦略の一環です。欧米諸国も、バッテリー製造における中国依存を減らし、国内生産能
力を強化するため、乾式電極のような革新的な製造技術に注目しています。

今後の展望

テスラの乾式カソード技術は、EVバッテリー業界に広範な影響を与える可能性を秘めて
います。この技術が成熟し、大規模生産でさらに効率化されれば、EVの購入価格が大幅
に低下し、ガソリン車との価格差が縮小する可能性があります。これは、EVの普及を加
速し、世界の脱炭素化目標達成に貢献するでしょう。また、この技術が他のバッテリー
メーカーにも普及することで、業界全体の製造標準が進化し、より高性能で低コストな
バッテリーが一般化されることが期待されます。将来的には、この乾式プロセスが全固
体電池の製造にも応用され、さらなる技術革新を促進する可能性も指摘されています。

元記事: https://evtech.news/battery-technology/teslas-dry-cathode-battery-technology-could-

significantly-reduce-ev-battery-costs-elon-musk-confirms.html

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://evtech.news/battery-technology/teslas-dry-cathode-battery-technology-could-significantly-reduce-ev-battery-costs-elon-musk-confirms.html
https://evtech.news/battery-technology/teslas-dry-cathode-battery-technology-could-significantly-reduce-ev-battery-costs-elon-musk-confirms.html


#17 中国研究室がリチウム金属電池で世界記録を主張：エ
ネルギー密度2倍、3分充電を実現、リチウムイオン時代を
終焉か

概要

中国のある研究室が、エネルギー密度が既存のリチウムイオン電池の2倍に達し、わず

か3分で充電可能な画期的なリチウム金属電池を開発したと発表しました。研究者たち
は、20Cの充電レートと4.7Vの高ニッケルカソードを使用することで、この超高速充電
を達成したと述べています。この成果が実証されれば、電気自動車（EV）の航続距離

と充電時間に革命をもたらし、リチウムイオン電池の時代を終わらせる可能性を秘め
ています。

公開日 2026年05月29日  Autonocion.com  中国



詳細

主要成果

中国のある研究室が、既存のリチウムイオン電池（LIB）の2倍のエネルギー密度を持
ち、わずか3分で完全に充電できる革新的なリチウム金属電池（LMB）を開発したと発
表しました。この研究チームは、20Cという驚異的な充電レートと4.7Vの高ニッケルカ
ソードを組み合わせることで、この画期的な高速充電性能を実現したと主張していま
す。この技術が商業化されれば、電気自動車（EV）の航続距離と充電体験に革命をもた
らし、バッテリー業界の既存のパラダイムを根本から変える可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

リチウム金属電池は、従来のグラファイト負極を使用するLIBと比較して、理論的に遥
かに高いエネルギー密度（最大500 Wh/kg超）を持つため、次世代電池技術の「聖杯」
と見なされてきました。しかし、リチウム金属負極のデンドライト（樹枝状結晶）成長
による安全性問題（短絡、発火）や、サイクル寿命の短さが実用化への大きな障壁でし
た。本研究のブレークスルーは、これらの課題に対し、以下のような複合的なアプロー
チで解決策を提示した可能性を示唆しています。

エネルギー密度2倍: 既存のLIBが約250-300 Wh/kgであるのに対し、このLMBは少な
くとも500 Wh/kg以上のエネルギー密度を達成したと推測されます。これはEVの航続
距離を大幅に延長し、同等の航続距離であればバッテリーパックの小型化・軽量化を
可能にします。

3分充電（20Cレート）: 20Cという極めて高い充電レートは、バッテリーがわずか3

分（60分/20C）でフル充電されることを意味します。これは、現在のEVが急速充電
ステーションで30分以上を要するのと比較して劇的な改善であり、ガソリン車への
給油時間に匹敵する利便性を提供します。この高速充電は、高性能なリチウムイオン
伝導、安定した電解液とSEI（固体電解質界面）層、そして効率的な熱管理システム
が組み合わさって実現されたと考えられます。

4.7V高ニッケルカソード: 高電圧で動作する高ニッケル系NMC（ニッケル・マンガ
ン・コバルト）カソードは、高いエネルギー密度と出力を提供しますが、サイクル安
定性が課題となることが多いです。これを4.7Vという高電圧で安定して動作させたこ
とは、カソード材料と電解液の界面安定性における大きな進歩を示唆しています。



電解液と界面設計の最適化: 高速充電と長寿命を両立させるためには、電解液の安定
性とリチウム金属負極表面のSEI層の制御が不可欠です。スピン捕捉法を用いた電解
液還元中間体の特定といった基礎研究が、このような電解液設計に貢献している可能
性があります。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）の普及を加速させるためには、航続距離の不安（レンジ不安）と充電
時間の長さという二大課題の解決が必須です。この中国の研究成果は、これらの課題に
直接答えるものであり、成功すれば、バッテリー業界の競争地図を塗り替える「ゲーム
チェンジャー」となるでしょう。現在、シリコンアノードや乾式電極技術など、LIBの
性能向上に向けた様々なアプローチが並行して進められていますが、LMBはこれらの技
術をさらに超える可能性を秘めています。欧米諸国も、国内でのバッテリー技術開発と
サプライチェーン構築を急いでいますが、中国の研究開発スピードは依然として脅威で
す。

今後の展望

このリチウム金属電池の主張が独立した機関によって確認され、商業規模で再現可能で
あれば、バッテリー業界の「リチウムイオン時代は終わった」という見出しが現実のも
のとなるかもしれません。EVはガソリン車と同等の利便性を享受できるようになり、消
費者への普及が劇的に加速するでしょう。しかし、安全性（特にデンドライト成長によ
る内部短絡リスク）と長期的なサイクル安定性の実証が依然として最も重要な課題で
す。今後の研究開発では、これらの課題を克服し、量産技術を確立することに焦点が当
てられるでしょう。このブレークスルーは、航空宇宙、ドローン、そして携帯型電子機
器市場にも大きな影響を与えることが予想されます。

元記事: https://www.autonocion.com/us/lithium-metal-battery-double-energy/

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.autonocion.com/us/lithium-metal-battery-double-energy/


#18 米国PNNLがグリッドスケール電池製造の新生産ライ
ンを稼働：16台の設備で次世代エネルギー貯蔵技術を加速

概要

米国エネルギー省の太平洋岸北西部国立研究所（PNNL）で、グリッドスケール電池を
製造するための新しい生産ラインが稼働しました。この1,400平方フィートの施設には
16台の設備が導入され、角型電池セルを製造し、新しいエネルギー貯蔵技術の迅速な

テストを可能にします。極めて低い湿度を維持するドライラボ環境は、電池の損傷を
防ぎ、研究開発から実用化への移行を加速させる上で重要な役割を果たします。

公開日 2026年06月03日  tomorrowsworldtoday.com  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）傘下の太平洋岸北西部国立研究所（PNNL）において、グリ
ッドスケールバッテリーの製造とテストを可能にする最先端の新しい生産ラインが稼働
を開始しました。この1,400平方フィートの施設には、角型電池セルを製造するための
16台の専用設備が導入されており、様々な新しいエネルギー貯蔵技術の迅速な評価とス
ケールアップを可能にします。特に、極めて低い湿度を維持するドライラボ環境は、電
池材料の劣化を防ぎ、高品質な電池製造に不可欠です。

技術・臨床詳細

PNNLの新しい生産ラインは、次世代バッテリー技術の開発と商業化を加速するため
に、以下の能力を提供します。

角型電池セル製造: 生産ラインは、グリッドスケールおよび電気自動車（EV）用途で
広く採用されている角型電池セルの製造に特化しています。これにより、研究室レベ
ルのプロトタイプから実用的なセルへの移行が容易になります。

多岐にわたる設備: 16台の設備には、活物質混合、電極コーティング（湿式および乾
式）、セル組み立て（スタッキング、巻き取り）、電解液注入、シール、フォーメー
ション、試験装置などが含まれます。これにより、材料の配合から最終製品のテスト
まで、バッテリー製造のほぼ全工程を一貫して実行できます。

ドライラボ環境: 施設は、水分に非常に敏感なリチウムイオン電池（特にリチウム金
属電池や全固体電池）の製造に不可欠な、露点-50℃以下の超低湿度環境を維持する
ドライラボとして設計されています。湿気は電池性能を劣化させ、寿命を縮めるた
め、この環境は高品質な電池開発に不可欠です。

技術評価とプロトタイピング: 研究者は、開発中の新しい電極材料（例：シリコンア
ノード、ナトリウムイオン電池カソード）や電解質、セパレーターを、実用的なセル
でテストし、その性能、安全性、サイクル寿命を評価できます。これにより、技術の
ボトルネックを特定し、改良サイクルを加速させることが可能です。また、フロー電
池のプロトタイピング能力も有しており、機械学習モデルを用いた性能予測も行われ
ます。

国内サプライチェーン強化: この施設は、米国がバッテリー製造能力を国内に構築
し、重要なバッテリー材料（黒鉛、リチウムなど）の外国への依存を減らすという国
家目標に貢献します。



背景・業界文脈

米国は、電気自動車（EV）市場の成長と再生可能エネルギーの統合に伴い、バッテリー
の国内生産能力の構築を強く推進しています。米国防総省も、軍用車両、ドローン、グ
リッド貯蔵、AIデータセンター用途におけるバッテリー製造設備の外国依存に重大な脆
弱性を指摘しています。米国エネルギー省（DOE）は、Critical Material Innovationプロ
グラムを通じて、ナトリウムイオン電池（NIBs）やシリコンオキシカーバイド（SiOC）
負極材料の開発に資金を提供し、Oak Ridge National Laboratory（ORNL）のバッテリー
製造施設（BMF）など、国立研究所の製造能力を活用しています。PNNLの新しい生産
ラインは、これらの国家的取り組みの重要な一部です。

今後の展望

PNNLのグリッドスケール電池製造ラインの稼働は、米国のバッテリー技術開発と国内
製造能力強化において画期的な一歩となります。この施設は、基礎研究から商業化への
ギャップを埋め、新しいバッテリー化学や製造プロセスの迅速な実用化を可能にするで
しょう。特に、長期間エネルギー貯蔵（LDES）技術や全固体電池といった次世代技術の
テストとスケールアップに貢献することで、EVの普及、電力網の安定化、そしてエネル
ギー安全保障の強化に不可欠な役割を果たすと期待されます。また、他の国立研究所や
産業界との連携を通じて、米国のバッテリーエコシステムの発展をさらに加速させるで
しょう。

元記事: https://www.tomorrowsworldtoday.com/manufacturing/new-us-national-lab-production-line-

will-build-grid-scale-batteries/

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tomorrowsworldtoday.com/manufacturing/new-us-national-lab-production-line-will-build-grid-scale-batteries/
https://www.tomorrowsworldtoday.com/manufacturing/new-us-national-lab-production-line-will-build-grid-scale-batteries/


#19 V/S共ドープがLiMn0.6Fe0.4PO4カソードの導電性と
安定性を相乗的に向上：600サイクル後も125 mAh g^-1
を維持

概要

バナジウムと硫黄の共ドープがLiMn0.6Fe0.4PO4（LMFP）カソードの導電性と安定性

を相乗的に向上させることが、研究により示されました。このVS-LMFPカソードは、
0.1Cで156.7 mAh g^-1の優れた初期放電容量を達成し、1Cで600サイクル後も125

mAh g^-1という高い容量を維持しました。この性能向上は、Li+拡散速度の改善、

Jahn-Teller歪みに対する構造安定化、および電荷移動抵抗の低減というVとS共ドープ
の相乗効果に起因しています。

公開日 2026年05月29日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

バナジウム（V）と硫黄（S）の共ドープが、リチウムイオン電池（LIB）用の
LiMn0.6Fe0.4PO4（LMFP）カソード材料の電気化学的性能を劇的に向上させることが、
学術研究によって実証されました。特に、このVS-LMFPカソードは、0.1Cという低レー
トで156.7 mAh g^-1という優れた初期放電容量を達成しました。さらに、1Cという実
用的なレートで600サイクル後も125 mAh g^-1の容量を維持し、顕著なレート性能と長
期的なサイクル安定性を示すことに成功しました。

技術・臨床詳細

LMFPは、高電圧（約4.1V vs Li/Li+）、高安全性、低コスト、良好な出力特性を持つ有
望なカソード材料として注目されています。しかし、電気伝導性が低いことと、マンガ
ン（Mn）に起因するJahn-Teller歪み（構造不安定性）が、その実用化を妨げる主要な課
題でした。本研究におけるVとSの共ドープは、これらの課題に対し相乗的な解決策を提
供します。

Li+拡散速度の改善: VとSイオンがLMFP結晶格子内に導入されることで、リチウムイ
オン（Li+）の拡散経路が最適化され、拡散速度が向上します。これは、特に高速充
放電（高レート性能）時に、リチウムイオンが効率的に活物質内に出入りすることを
可能にします。

Jahn-Teller歪みに対する構造安定化: Mnを含む材料は、充放電中にJahn-Teller歪みと
呼ばれる構造的な不安定性を示すことがあります。VとSの共ドープは、結晶構造内
の原子間結合を強化し、この歪みを抑制することで、材料全体の構造的安定性を向上
させます。これにより、電極の劣化が抑制され、サイクル寿命が延長されます。

電荷移動抵抗の低減: VとSのドープは、LMFP材料の電子伝導性を高める効果も持ち
ます。電子伝導パスが改善されることで、活物質粒子と集電体間の電荷移動抵抗が低
減され、より効率的な電子のやり取りが可能になります。これは、バッテリーの全体
的な出力と効率に直接貢献します。

性能数値: 0.1Cでの初期放電容量156.7 mAh g^-1は、理論容量（約170 mAh g^-1）
に近い高い値であり、材料の活物質としての利用効率が高いことを示します。1Cで
の600サイクル後も125 mAh g^-1を維持し、容量維持率が80%（125/156.7）を超え
ることは、長期的な信頼性を示す優れた結果です。



背景・業界文脈

電気自動車（EV）や定置型エネルギー貯蔵システム（ESS）の需要増加に伴い、高性能
かつ安全で安価なカソード材料が不可欠となっています。LFP（リン酸鉄リチウム）は
すでに広く普及していますが、電圧が比較的低いため、より高いエネルギー密度を求め
る市場ではLMFPが次なる候補として注目されています。しかし、LMFPの性能限界を克
服するための材料工学的アプローチが課題でした。この研究は、VとSの共ドープという
シンプルな手法でLMFPの主要な弱点を克服し、その商業化への道を大きく開くもので
す。使用済みLiFePO4（LFP）カソード材料を高効率LMFPカソードにアップサイクルす
る戦略も、資源循環の観点から注目されています。

今後の展望

VとSの共ドープによるLMFPカソードの性能向上は、リチウムイオン電池の高性能化に
向けた重要なブレークスルーです。今後、このドープ技術の工業規模でのスケーラビリ
ティ、コスト効率、および異なるセルフォーマットでの長期安定性に関する検証が課題
となります。この技術が商業化されれば、LMFPカソードは、より高いエネルギー密度
と優れたサイクル安定性を備えたEVバッテリーやグリッドスケールESSの実現に貢献
し、世界のエネルギー転換目標達成に不可欠な役割を果たすと期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/acsaem.6c01108

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/acsaem.6c01108


#20 アスファルト由来ハードカーボンが次世代負極材料に
浮上：Na-ion電池で343 mAh/g容量、Li-ion電池を凌ぐ
コスト優位性

概要

アスファルト由来のハードカーボンが、リチウムイオン電池（LIB）およびナトリウム

イオン電池（NIB）の次世代負極材料として注目されています。この材料は、LIBのグ
ラファイト負極よりもはるかに低いコストで製造可能であり、特にNIB向けには343

mAh/gの高い容量と81%の初回クーロン効率を達成できることが研究により示されま

した。これにより、低コストかつ高性能なバッテリー開発に新たな道が開かれます。

公開日 2026年05月31日  Bitumen Battery Industry  不明



詳細

主要成果

アスファルト由来のハードカーボンが、リチウムイオン電池（LIB）の負極材料とし
て、また特にナトリウムイオン電池（NIB）の負極材料として、大きな注目を集めてい
ます。この材料は、従来のグラファイト負極と比較して製造コストが大幅に低いという
決定的な優位性を持つだけでなく、NIB向けに343 mAh/gという高い容量と81%の初回
クーロン効率を達成できることが研究によって実証されました。これは、低コストで高
性能な次世代バッテリーの実現に向けた重要なブレークスルーです。

技術・臨床詳細

ハードカーボンは、その乱れた構造により、リチウムイオンやナトリウムイオンをグラ
ファイトとは異なるメカニズムで貯蔵します。アスファルト（ビチューメン）は、石油
精製や石炭液化の副産物として大量に産出されるため、極めて安価で豊富に入手可能な
炭素源です。このアスファルトを原料として製造されるハードカーボンは、以下の点で
優位性を示します。

低コスト製造: アスファルトは工業副産物であり、精製コストが低いため、バッテリ
ーグレードの黒鉛と比較して、ハードカーボン負極の製造コストを大幅に削減できま
す。これは、特に低価格帯の電気自動車（EV）や大規模定置型エネルギー貯蔵シス
テム（ESS）のコスト競争力を高める上で極めて重要です。

ナトリウムイオン電池への適合性: ナトリウムイオンはリチウムイオンよりもイオン
半径が大きいため、グラファイトのような層状構造には intercalation しにくいとい
う問題があります。これに対し、ハードカーボンは乱れた層構造やナノポアが多いた
め、ナトリウムイオンを効率的に貯蔵できます。研究では、NIB負極として343

mAh/gという高い容量と81%の初回クーロン効率が達成され、これはNIBの実用化に
とって非常に有望な数値です。

リチウムイオン電池への応用: LIBの負極としても利用可能であり、高出力や低温特性
の改善に貢献する可能性があります。体積変化が少なく、高速充放電特性に優れる点
も魅力です。

環境負荷の低減: 副産物をアップサイクルして電池材料とすることで、廃棄物削減に
貢献し、持続可能なサプライチェーン構築に寄与します。

しかし、初回クーロン効率やサイクル寿命のさらなる改善が課題として挙げられます。



背景・業界文脈

リチウムイオン電池の需要が急増する中、リチウム資源の偏在と価格高騰、そしてサプ
ライチェーンの地政学的リスクが顕在化しています。特に、EVバッテリーのアノード材
料に不可欠なバッテリーグレード黒鉛は、そのほぼ全てを中国が供給しており、米国な
どの国々は国内サプライチェーンの確立を急いでいます。このような状況下で、ナトリ
ウムイオン電池はリリチウムイオン電池の代替として、またハードカーボンはその負極
材料として、エネルギー安全保障とコスト競争力の観点から世界的に注目されていま
す。中国のCATLは2026年にはナトリウムイオン電池を量産し、GWhレベルで出荷する
と発表しており、EV市場に参入する見込みです。

今後の展望

アスファルト由来のハードカーボン負極は、低コストで高性能なナトリウムイオン電池
の普及を加速させる主要な推進力となるでしょう。将来的には、材料の合成条件や表面
改質技術の最適化により、初回クーロン効率とサイクル寿命がさらに向上し、幅広いア
プリケーションでの採用が進むと期待されます。これにより、定置型エネルギー貯蔵シ
ステム、低価格帯EV、そして電力網の安定化において、リチウムイオン電池を補完し、
脱炭素化社会の実現に大きく貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://rahabitumen.com/oxidized-bitumen-battery-industry/

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#21 Xosが2.5MWh Power Hubを発売：データセンター
にグリッド独立型エネルギー貯蔵を数日で提供、数年間の
ボトルネック解消

概要

Xosは、データセンター向けに2.5 MWhの「Power Hub」を発表しました。この革新的

なソリューションは、データセンターが直面する長年のグリッド接続ボトルネックを
数日で解消し、グリッドに依存しないエネルギー貯蔵を提供します。AIの進化により
2030年までにデータセンターの電力消費量がほぼ倍増すると予測される中、迅速に導

入可能なこの製品は、緊急時対応から戦略的必要性へと変化した電力供給ニーズに対
応します。

公開日 2026年06月02日  Nasdaq  アメリカ



詳細

主要成果

Xos社は、データセンター向けに設計された革新的なエネルギー貯蔵ソリューション
「2.5 MWh Power Hub」の発売を発表しました。この製品は、データセンターが長年に
わたり直面してきたグリッド接続のボトルネックを、数年ではなく数日という短期間で
解消し、グリッドに依存しない安定した電力を提供することを可能にします。AIの急速
な発展により2030年までに世界のデータセンター電力消費量がほぼ倍増すると予測され
る中、このPower Hubは、データセンターの電力供給が緊急時対応から戦略的な必要性
へと変化した現状に対応するものです。

技術・臨床詳細

Xosの2.5MWh Power Hubは、データセンターや産業用施設における電力供給の課題を
解決するために、以下の技術的特徴を備えています。

2.5 MWhの貯蔵容量: このシステムは、2.5メガワット時（MWh）のエネルギーを貯
蔵でき、AIおよびハイパースケールデータセンターのような高需要施設に十分な電力
を供給できます。これは、限られた敷地面積で高いエネルギー密度を必要とするアプ
リケーションに適しています。

グリッド独立型ソリューション: Power Hubは、既存の電力網に完全に依存すること
なく動作できるように設計されています。これにより、データセンターは、電力網の
混雑、停電、または高額なピーク料金から独立し、電力供給の安定性と予測可能性を
確保できます。

迅速な導入: 従来のグリッドインフラの拡張には数年かかることが多いのに対し、
Power Hubは数日以内に導入可能であると謳われています。これは、AIデータセンタ
ーの急増する電力需要に迅速に対応するために不可めて重要な利点です。

ピークシェービングと需要応答: グリッドからの電力需要を最適化し、ピーク時間帯
の電力購入を最小限に抑えることで、運用コストを削減します。また、必要に応じて
グリッドへの電力供給を調整する需要応答プログラムに参加することも可能です。

拡張性とモジュール性: システムはモジュール式に設計されており、データセンター
の成長に合わせて容易に容量を拡張できます。これにより、将来の電力需要の変化に
柔軟に対応できます。



背景・業界文脈

AI技術の爆発的な発展は、データセンターのインフラに未曾有の電力需要をもたらして
います。IEAの予測では、世界のデータセンターの電力消費量は2022年の460TWhから
2030年には1000TWh以上に増加すると見られており、AIがその主要な牽引役です。特
にPJM地域では、2025年にデータセンターの需要によって消費者に147億ドルのコスト
がかかると報告されるなど、グリッドのボトルネックが深刻化しています。このような
状況下で、メーターの背後にある（behind-the-meter）発電および貯蔵ソリューション
は、データセンター運用者にとって緊急の戦略的必要性となっています。Form Energy

の鉄空気電池やESS Techの鉄フロー電池のような長期間エネルギー貯蔵（LDES）ソリュ
ーションも、この分野で注目を集めています。

今後の展望

Xosの2.5MWh Power Hubは、AIデータセンターの電力供給における喫緊の課題に対
し、実用的かつ迅速な解決策を提供します。この製品の成功は、データセンターだけで
なく、他の産業用施設やグリッドが混雑している地域における分散型エネルギー貯蔵ソ
リューションの普及を加速させる可能性があります。今後、同様の「グリッド独立型」
または「グリッド強化型」の迅速な導入が可能なソリューションが市場で主流となり、
電力供給の安定性、経済性、持続可能性を向上させる上で不可欠な役割を果たすことが
期待されます。これにより、AIのさらなる発展とデジタル経済の成長を支える強靭な電
力インフラが構築されるでしょう。

元記事: https://www.nasdaq.com/press-release/xos-launches-25mwh-power-hub-delivering-grid-

independent-energy-storage-data-centers

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasdaq.com/press-release/xos-launches-25mwh-power-hub-delivering-grid-independent-energy-storage-data-centers
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#22 使用済みLiFePO4を高効率LiMnxFe1−xPO4カソード
へアップサイクル：500サイクル後91.1%容量維持率達成
で資源循環と高性能化を両立

概要

使用済みLiFePO4（LFP）カソード材料を、高効率のLiMnxFe1−xPO4（LMFP）カソー

ドへアップサイクルする新しい戦略が提案されました。この再生されたLMFPカソード
は、0.5Cで144.7 mAh g^-1の優れた比容量と、5.0Cで120.5 mAh g^-1の高いレート能
力を示し、1.0Cで500サイクル後も91.1%という極めて高い容量維持率を達成しまし

た。本研究は、既存資源の有効活用と高性能バッテリー開発を両立する画期的なアプ
ローチです。

公開日 2026年06月01日  Chemical Science (RSC Publishing)  イギリス



詳細

主要成果

学術研究により、使用済みの LiFePO4（ LFP）カソード材料を、高性能な
LiMnxFe1−xPO4（LMFP）カソードへとアップサイクルする革新的な戦略が開発されま
した。この方法で再生されたLMFPカソードは、優れた電気化学的特性を示し、0.5Cの
充電/放電レートで144.7 mAh g^-1の比容量、5.0Cの高レートで120.5 mAh g^-1のレー
ト能力を達成しました。さらに特筆すべきは、1.0Cという実用的なレートで500サイク
ル後も91.1%という非常に高い容量維持率を達成したことで、資源の有効活用と高性能
化を両立する道を示しました。

技術・臨床詳細

LFPは、安全性、コスト、長寿命に優れるため、電気自動車（EV）や定置型エネルギー
貯蔵システム（ESS）で広く採用されています。しかし、その比較的低い電圧（約3.4V
vs Li/Li+）が、高エネルギー密度を求めるアプリケーションでの限界となっていまし
た。LMFPは、LFPにマンガン（Mn）を導入することで、電圧を約4.1Vに向上させ、エ
ネルギー密度を高めることを目的とした次世代カソード材料です。しかし、Mnの導入
は、しばしば導電性の低下や構造的不安定性（Jahn-Teller歪み）を引き起こすという課
題がありました。本研究のアップサイクル戦略は、これらの課題に対し、以下の点で解
決策を提供します。

Mn redoxプラットフォームの活性化: LFPをLMFPへ変換するプロセスにおいて、Mn

イオンが結晶構造に均一に導入され、Mnのレドックス（酸化還元）反応が安定的に
活用されます。これにより、LMFP本来の高電圧特性が引き出され、高いエネルギー
密度を実現します。



優れた電気化学的性能:

比容量: 0.5Cで144.7 mAh g^-1は、LMFPの理論容量（約170 mAh g^-1）に迫る高
い値であり、活物質の効率的な利用を示します。

レート能力: 5.0Cという高レートで120.5 mAh g^-1を維持できることは、急速充
電/放電が必要なアプリケーション（例：EV、グリッド周波数調整）での適用可能
性を示唆しています。

サイクル安定性: 1.0Cで500サイクル後91.1%の容量維持率は、長期的な信頼性を示
す優れた結果です。これは、Mnの構造的不安定性を効果的に抑制し、電極の劣化
を大幅に遅らせることに成功したことを意味します。V/S共ドープLMFPカソード
が600サイクル後も125 mAh g^-1を維持したのと同等の高い性能を示します。

資源循環の促進: 使用済みLFPをより価値の高いLMFPに転換することで、貴重なバッ
テリー材料のライフサイクルを延長し、資源の枯渇問題と環境負荷の低減に貢献しま
す。

背景・業界文脈

バッテリー産業の急速な拡大に伴い、バッテリー材料の持続可能な供給と資源循環の重
要性が高まっています。特に、リチウム、コバルト、ニッケルなどの貴重な金属の採掘
に伴う環境負荷と地政学的リスクは大きな課題です。LFPは比較的安価で豊富に入手可
能な鉄とリンを主成分とするため、資源制約は少ないですが、それでも使用済みバッテ
リーからの価値回収は重要です。このアップサイクル技術は、廃棄物から価値を生み出
し、同時に高性能な次世代バッテリー材料を提供する点で、サーキュラーエコノミーの
推進に貢献します。

今後の展望

使用済みLFPからの高効率LMFPアップサイクル戦略は、バッテリー材料の持続可能性と
性能向上の両面で大きな可能性を秘めています。今後、この技術の商業規模でのスケー
ラビリティ、コスト効率、および異なる組成のLFP廃材への適用可能性に関する検証が
課題となるでしょう。この技術が広く普及すれば、バッテリー生産の環境負荷を低減
し、LMFPカソードの普及を加速することで、電気自動車のさらなる高性能化と再生可
能エネルギー貯蔵の経済性向上に寄与すると期待されます。



元記事: https://pubs.rsc.org/en/content/articlehtml/2026/sc/d6sc03686d

収集日: 2026年06月06日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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